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祝！創刊500号

1963
.12.1
5  No
.1

～

2007
. 2. 1
  No.
500

広報せんなんが昭和38年12月の誕生以来、43年余りの歳月

をかけて500号の創刊を迎えました。
泉南市ではこれを記念し、第1号から第100号および第200

号、300号、400号の広報紙を2月1日貅から期間限定でホーム
ページ上に公開します。
第1号のトップ記事では、「待望の町民プール完成！」という

タイトルで、現在は文化ホールとなっている旧市民プール完成
の記事を紹介。その他、双子川浄苑の着工についてなどの記事
が掲載されています。
泉南市の歴史、歩みが刻まれた「広報せんなん」。
ぜひ、アクセスしてください。
http://www.city.sennan.osaka.jp/jyoukan/kouhou/1-500/



３

～平成19年度から～

所得税と市・府民税とでは配偶者控除や扶養控除など

の人的控除額に差があるため、同じ収入金額でも市･府

民税の課税所得が大きくなり、税率改正だけでは、税負

担が増えてしまいます。そこで、この差により負担額が

変わることがないよう、市・府民税で調整（調整控除）

を行います。調整控除は19年度の市・府民税所得割額か

ら減額します。

計算方法

①市・府民税の課税所得金額が200万円以下の方

次のいずれか小さい額の５％

●人的控除額の差の合計額

●市・府民税の課税所得金額

②市・府民税の課税所得金額が200万円超の方

｛人的控除額の差の合計額－（市・府民税の課税所得金

額－200万円）｝の5％

ただし、この額が2,500円未満の場合は2,500円とします。

市・府民税の課税所得金額は、課税総所得金額、課税

退職所得金額および課税山林所得金額の合計額とする。

人的控除額の差（一部抜粋） 
市・府民税の控除額 人的控除額の差 控除の種類 

配偶者控除 
基礎控除 

特定扶養控除 
扶養控除 

所得税の控除額 

38万円 
38万円 

63万円 
38万円 

33万円 
33万円 

45万円 
33万円 

5万円 
5万円 

18万円 
5万円 

所得税から市・府民税への税源移譲
三位一体改革の一環として、住民にとって真に必要な行政サービスを行うために、地方公共団体が自主的に

財源確保を行い、所得税から市・府民税へ税そのものの形で３兆円の税源移譲をすすめることになりました。

具体的には、個々の納税者の税負担が変わらないよう配慮しつつ、所得税と市・府民税の税率が変わります。

▼問合せ＝税務課（内線239）

市・府民税 
現行 

課税所得 

200万円以下 5%

税率 

府民税 2％ 
市民税 3％ 

0
0

700万円以下 10% 一律 10%
府民税 2％ 
市民税 8％ 

0
100,000

700万円超 13%
府民税 3％ 
市民税10％ 

市民税6％ 

府民税4％ 
70,000
240,000

課税所得 税率 控除額 

改正後 

所得税 
現行 

課税所得 

330万円以下 

税率 

330万円以下 
195万円以下 

900万円以下 
900万円以下 
695万円以下 

1800万円超 
1800万円以下 

97,500
0

636,000
427,500

2,796,000
1,536,000

10％ 
5％ 

23％ 
20％ 

40％ 
33％ 

1800万円超 
1800万円以下 

10%

20%

37% 
30%

0

330,000

2,490,000
1,230,000

課税所得 税率 控除額 控除額 

改正後  

市・府民税と所得税の税率改正

市・府民税については平成19年度課税分（平成19年６月徴収分）から、所得税は平成19年１月から変わります。

所得税が源泉徴収されている方については給与所得者は平成19年１月から、年金受給者は平成19年２月から変わ

ります。

国民健康保険税については、平成19年度より加入者全員の所得等の状況で算定を

行います。また介護保険料についても、本人の所得や、市民税非課税世帯かどうか

等により算定を行っているので、ともに今回の税制改正と直接の関係はありません。

この税源移譲によって、住民税が増えても、所得税
が減るため、納税者の税負担は変わりません。

例：給与所得者で夫婦、子2人（特定扶養1人、一般扶養1人）4人世帯の場合　　　　　（単位：円）

給与収入 

300万円 

500万円 

700万円 

13,000

139,500

297,500

13,000

199,000

463,000

0

59,500

165,500

市・府民税 市・府民税＋所得税 所得税 

18年度 

（200,000） 
185,300
（80,000） 
74,300
（13,000） 
12,300

（463,000） 
422,000
（199,000） 
181,400
（13,000） 
12,300

（97,500） 
112,200
（59,500） 
65,200
（0） 
700

（263,000） 
236,700
（119,000） 
107,100

（0） 
0

（△97,500） 
△71,200
（△59,500） 
△47,600
（0） 
0

（0）
41,000
（0）

17,600
（0）
700

19年度 増減 18年度 18年度 19年度 増減 19年度 増減 

例：年金受給者（65歳以上）で夫婦（配偶者は70歳未満）2人世帯の場合　　　　　  　（単位：円）

年金収入 

250万円 

280万円 

300万円 

38,000

65,000

83,000

52,500

93,000

120,000

14,500

28,000

37,000

市・府民税 市・府民税＋所得税 所得税 

18年度 

（46,000） 
42,800
（37,000） 
34,500
（23,500） 
22,000

（120,000） 
109,400
（93,000） 
84,900
（52,500） 
48,100

（37,000） 
40,200
（28,000） 
30,500
（14,500） 
16,000

（74,000） 
66,600
（56,000） 
50,400
（29,000） 
26,100

（△37,000） 
△29,600
（△28,000） 
△22,400
（△14,500） 
△11,600

（0）
10,600
（0）
8,100
（0）
4,400

19年度 増減 18年度 18年度 19年度 増減 19年度 増減 

※ 上段は定率減税を控除した後の額で、下段（　）は定率減税を控除する前の額です 
※ 特定扶養とは、扶養親族が16歳以上23歳未満の場合です 
※ 一定の社会保険料（収入の１割）が控除されているものとして試算しています 
※ 市・府民税には均等割（4,000円）を含んでいます 
なお、年金収入のみの方については、申告をしないと社会保険料などは控除されません 

今回の税制改正と国民健康保険税や介護保険料への影響

２

今月の主な内容

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀483-0001）へ
その他については、下記へ

消防本部
上下水道部（上水道）

（下水道）
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀4 8 5－0 1 1 9
薀4 8 2－6 5 5 1
薀4 8 2－5 0 0 5
薀4 8 3－5 8 7 5
薀4 8 2－7 6 1 5
薀4 8 2－1 0 0 0
薀4 8 2－7 7 6 7
薀4 8 2－7 7 6 6
薀4 8 4－3 5 0 0
薀4 8 3－6 4 4 7
薀4 8 3－4 3 6 1
薀4 8 3－9 3 1 4
薀4 8 3－9 2 6 4
薀4 8 3－9 2 7 0
薀4 8 5－0 7 0 7
薀4 8 3－6 7 8 9
薀4 8 0－2 8 5 5

泉南市の人口（12月末現在）
人　口‥‥‥66,147人
男‥‥‥‥32,163人
女‥‥‥‥33,984人

世帯数‥‥‥24,425世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/kouhou/
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その他の改正と経過措置
■定率減税の廃止

定率減税は、平成11年度より導入さ

れていましたが、市・府民税について

は、平成18年度に２分の１（上限２万

円）に縮減され、平成19年度以降は廃

止されます。所得税の定率減税につい

ては、平成18年分は２分の１（上限10

万円）に縮減され、平成19年分以降は

廃止されます。

■老年者で所得125万円以下の

方の軽減措置

平成17年１月１日現在65歳以上の方

（昭和15年１月１日以前に生まれた方）

で、平成18年中の所得が125万円以下

の方は、平成19年度課税額の３分の１

が軽減されます。

■税源移譲時の年度間の

所得の変動に係る経過措置

平成19年中の所得が大幅に減少し、

平成19年分所得税が非課税となる方

は、平成19年度市・府民税を＜税源移

譲前の税額＞まで減額できる場合があ

ります。ただし、平成19年度市・府民

税が課税された市町村に対し、平成20

年７月中（７月１日から７月31日）に

申告しなければ、この減額措置が受け

られません。

詳しくは平成20年６月以降に市町村

の市民税担当課まで問合せください。

調整控除の創設



〜
残
り
物
を
活
か
し
た

お
い
し
い
料
理
〜

身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
め

る
環
境
問
題
を
考
え
、
実
践
へ

と
つ
な
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
笊
３
月
９
日
貊
笆
16
日

貊
笳
22
日
貅
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
定
員
＝
各
回
20
名
（
笊
笆
笳

は
同
内
容
、
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
一
時
保
育
＝
各
回
５
名

（
１
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も
、

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
500
円
（
材
料
費
）
▼
講

師
＝
は
つ
ら
つ
尾
崎
地
域
活
動

栄
養
士
会
（
ラ
フ
・
ハ
ー
ト
）

の
皆
さ
ん
▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
（
バ
ン

ダ
ナ
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

２
月
20
日
貂
（
必
着
）
ま
で
に

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
受
講
希
望
日
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
保
育
を
希
望
す
る
方
は
保

育
希
望
と
明
記
し
、
子
ど
も
の

名
前
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生

年
月
日
も
明
記
の
上
、
樽
井
公

民
館
環
境
問
題
実
践
講
座
係
へ

▼
と
き
＝
笊
３
月
４
日
豸
笆
11

日
豸
笳
25
日
豸
午
前
９
時
半
〜

午
後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
対
象
＝
市
内
在
住
、

在
勤
の
方
で
、
原
則
と
し
て
簡

単
な
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
が
で
き

る
方
▼
内
容
＝
メ
ー
ル
の
送
・

受
信
、
情
報
収
集
、
ゲ
ー
ム
の

遊
び
方
等
▼
定
員
＝
各
回
15
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
100
円
（
資
料
代
）
▼
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
21
日
貉
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ
き
１

名
）
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
受
講

希
望
日
を
明
記
の
上
、
樽
井
公

民
館
パ
ソ
コ
ン
係
へ

童
謡
・
唱
歌
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
童
謡
・
唱
歌
な

ど
を
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
出
演

者
も
募
集
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

３
月
４
日
豸
午
後
２
時
開
演
▼

と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対

象
＝
童
謡
・
唱
歌
な
ど
を
歌
っ

て
い
た
だ
け
る
団
体
、
個
人
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
出
演
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
24
日
貍
ま

で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
代
表
者
の
連
絡
先
と

グ
ル
ー
プ
名
、
簡
単
な
内
容
を

樽
井
公
民
館
童
謡
・
唱
歌
係
へ

▼
職
種
＝
公
民
館
の
社
会
教
育

従
事
職
員
▼
職
務
内
容
＝
貸
館

業
務
・
館
内
の
管
理
等
▼
資

格
＝
昭
和
21
年
４
月
２
日
〜
昭

和
63
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

有
し
運
転
が
で
き
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方
▼

採
用
予
定
人
員
＝
１
名
▼
試
験

日
＝
２
月
18
日
豸
▼
試
験
内

容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
採
用

予
定
日
＝
４
月
１
日
▼
募
集
要

項
の
配
布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら

樽
井
公
民
館
で
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
１
日
貅
〜
15
日
貅

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
２
月

５
日
豺
午
後
、
６
日
貂
、
11
日

豸
〜
14
日
貉
は
休
館
）
の
期
間

に
樽
井
公
民
館
へ

▼
と
き
＝
３
月
２
日
貊
笊
午
前

10
時
20
分
〜
30
分
程
度
（
お
は

な
し
ぴ
よ
ぴ
よ
）
笆
午
前
11
時

〜
30
分
程
度
（
お
は
な
し
て
く

て
く
）▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
１
階

じ
ゅ
う
た
ん
コ
ー
ナ
ー
▼
対

象
＝
笊
０
、
１
歳
の
あ
か
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
笆
２
、
３
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者
▼
定
員
＝
各
回

先
着
20
組
程
度
▼
参
加
費
＝
無

料
（
申
込
み
不
要
）▼
そ
の
他
＝

対
象
年
齢
は
目
安
で
す
▼
問
合

せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

▼
と
き
＝
２
月
10
日
貍
午
後
２

時
半
〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
図
書

館
２
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
４

歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
定
員
＝
先
着
40
名
▼
参
加

費
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）▼
そ

の
他
＝
第
１
・
３
・
４
土
曜
日

の
午
後
２
時
半
〜
30
分
程
度
、

同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る

紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
０
歳
か

ら
入
場
可
。
申
込
み
不
要
）▼
問

合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

５

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
５
９
０
・
０
５
２
１

泉
南
市
樽
井
６
・
11
・
16

樽
井
公
民
館

（e-m
ail：
tarui-k@

city.sennan.lg.jp

／

薀
483
４
３
６
１
蕭
483
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

童
謡
・
唱
歌
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
＆
出
演
者
募
集

ttarui

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

楽
し
も
う

ttarui

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／
公

民
館
社
会
教
育
従
事
職
員
募
集
ttarui

環
境
問
題
実
践
講
座

（
料
理
教
室
）
パ
ー
ト
３
ttarui

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

ぴ
よ
ぴ
よ
・
て
く
て
く

４
歳
以
上
は

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

▼
と
き
＝
２
月
24
日
貍
午
前
８

時
〜
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
＝
ヤ

ク
ル
ト
本
社
京
都
工
場
・
京
エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）▼
定
員
＝
50
名
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
15
日
貅
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
地
球
・
未
来
・

思
い
や
り
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
参
加
人
数
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
笊
２
月
21
日
貉
笆
28

日
貉
笳
３
月
７
日
貉
笘
14
日
貉

午
後
４
時
〜
５
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
笊
新
家
公
民
館
笆
信
達
公

民
館
笳
西
信
達
公
民
館
笘
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
学
１
年
生
〜
３
年
生
▼
定

員
＝
各
20
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
200
円
（
材

料
費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

２
月
15
日
貅
午
後
５
時
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
ビ
ー
ズ
で
マ
ス
コ
ッ

ト
参
加
希
望
、
希
望
場
所
（
笊

笆
笳
笘
の
い
ず
れ
か
）
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
参
加
人
数
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
３
月
10
日
貍
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

海
洋
博
物
館
・
東
遊
園
地
等

（
神
戸
市
）▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）▼
定
員
＝
50
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）▼
参
加
費
＝
小
・
中

学
生
250
円
、
保
護
者
500
円
（
入

館
料
）▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２

月
28
日
貉
午
後
５
時
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
地

震
探
検
隊
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
参
加
人
数
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

携
帯
電
話
を
含
む
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
マ
ナ
ー
を
学
び
ま

す
。
▼
と
き
＝
２
月
24
日
〜
３

月
17
日
の
毎
週
土
曜
日
（
全
４

回
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
５
年
生
〜
中

学
３
年
生
▼
定
員
＝
20
名
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
15
日
貅
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
２
月
17
日
貍
午
前
10

時
半
〜
12
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
絵
本

の
世
界
③
▼
講
師
＝
正
置
ま
さ
き

友
子
と
も
こ

さ
ん
▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

で
、
子
ど
も
に
本
を
読
み
聞
か

せ
た
い
方
▼
定
員
＝
20
名
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
主
催
＝
泉
南
子

ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
笊
２
月
17
日
貍
午
前

10
時
〜
10
時
半
笆
19
日
豺
午
後

３
時
45
分
〜
４
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
笊
き
た
か
ぜ
と
た
い
よ

う
・
そ
り
あ
そ
び
他
笆
て
ぶ
く

ろ
を
か
い
に
・
か
も
と
り
ご
ん

べ
え
他
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
▼
定
員
＝
20
名
▼
費

用
＝
無
料
▼
主
催
＝
泉
南
子
ど

も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の
大
切

さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
２
月
10
日
貍
午
前
９
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
の
森

▼
内
容
＝
巣
箱
の
清
掃
と
設
置

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
15
名
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導

員
お
よ
び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指

導
員
補
助
員
▼
対
象
＝
60
歳
ま

で
の
健
康
な
方
▼
提
出
書
類
＝

履
歴
書
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

地
球
・
未
来
・
思
い
や
り

私
た
ち
の
環
境
問
題

地
震
探
検
隊
〜
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
学
ぶ
〜

年

ン

タ

｜

青

少

セ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
雇
用
登
録
を
受
付

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
方

に
は
、
２
・
３
日
中
に
確
認
メ
ー
ル
を
送
り

ま
す
の
で
届
か
な
い
場
合
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
。
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

８
・
13
・
18

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail：
seishonen-center@

city.sennan.
lg.jp

／
薀
484
３
５
０
０
蕭
482
５
４
２
５
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
表

と
裏
〜
パ
ソ
コ
ン
教
室
〜

ビ
ー
ズ
で

マ
ス
コ
ッ
ト

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

私
た
ち
の

野
鳥
観
察
会

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



親
子
で
一
緒
に
自
然
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
、
シ
イ
タ
ケ
狩
り

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
笊
３
月
11
日
豸
笆
18
日

豸
午
前
10
時
〜
正
午
（
雨
天
実

施
）
▼
と
こ
ろ
＝
堀
河
山
（
紀

泉
わ
い
わ
い
村
駐
車
場
か
ら
約

1.7
㎞
）
▼
集
合
＝
午
前
10
時
に

紀
泉
わ
い
わ
い
村
駐
車
場
▼
対

象
＝
泉
南
市
在
住
の
方
（
１
家

族
３
名
ま
で
）
▼
定
員
＝
笊
笆

各
30
名
（
申
込
順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
13
日
貂
〜
16
日
貊
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
電
話

で
信
達
郷
共
有
林
野
組
合
へ
薀

483
８
０
３
０

▼
と
き
＝
３
月
10
日
貍
午
後
１

時
〜
３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
砂
川

厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ご
う

寮
▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方
▼

定
員
＝
20
名
程
度
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
２
千
円

（
材
料
費
実
費
）
▼
講
師
＝
北
野
き
た
の

満
喜
代

ま
き
よ

さ
ん
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
３
月
５
日
豺
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
〒
５

９
０
・
０
５
２
５
泉
南
市
馬
場

３
・
１
５
６
６
　
砂
川
厚
生
福

祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ご
う
寮
「
府

民
陶
芸
教
室
」
係
へ
薀
482
２
８

８
２

▼
と
き
＝
３
月
１
日
貅
午
後
１

時
半
〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室
▼
内
容
＝

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
数
々
を
み
ん
な
で
一
緒
に

楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う

▼
講
師
＝
若
林

わ
か
ば
や
し

静
代
し
ず
よ

さ
ん
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会
薀
482
１

０
２
７

あ
ん
び
る
え
つ
こ
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
子
供
の
お
金
教
育

を
考
え
る
会
」
代
表
）
と
子
ど

も
と
お
金
の
関
係
を
考
え
ま
し

ょ
う
。▼
と
き
＝
２
月
19
日
豺
午

後
１
時
〜
２
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室
▼
企

画
＝
幼
稚
園
に
お
け
る
親
の
子

育
て
力
向
上
推
進
事
業
▼
一
時

保
育
＝
定
員
15
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）▼
注
意
＝
参
加
、
一

時
保
育
と
も
に
申
込
み
が
必
要

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
14

日
貉
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
指
導
課
へ
（
内
線

359
蕭
483
７
３
０
６
／e

-m
a
il:

sidou@
city.sennan.lg.jp

）

ゆ
っ
く
り
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
。▼
と
き
＝
２
月
９
日
貊
午
前

10
時
〜
正
午
、
３
月
９
日
貊
午

後
１
時
〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
１
階
小
会
議
室
▼
対

象
＝
泉
南
市
在
住
の
小
・
中
学

生
の
保
護
者
▼
主
催
＝
泉
南
市

教
育
委
員
会
▼
申
込
み
＝
不
要

▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内
線
277
）

７

「
子
育
て
力
Ｕ
Ｐ
講
座
」

子
ど
も
と
お
金
の
話

不
登
校
を
語
る
会
〜
保
護
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
〜

シ
イ
タ
ケ
狩
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
講
習
会

泉州９市４町が一体となり広域行政の推進および泉州地域の活性化、国際化、あ
わせてスポーツの振興などを目的として開催します。約3,000名の参加者が集います。
▼とき＝２月18日豸▼コース＝堺市の浜寺公園（午前11時）スタート～大浜中町交
差点折り返し～空連道側道～泉佐野岩出線～りんくう公園高架下駐車場（泉佐野市）
ゴールの42.195㎞のワンウェイマラソン▼ゴール会場＝午前11時から泉州９市４町
の「物産展」をはじめ、豪華プレゼントの当たる「大抽選会」などの開催を予定し
ています
交通規制時間等に対する皆様のご協力を！
２月18日豸開催のマラソンコースでは、駐停車はできません。またコースにあた

る堺阪南線（旧国道26号）、
泉佐野岩出線などで交通規
制が行われることになりま
すので、皆様のご協力をお
願いします。なお、路線バ
スの大阪市バス、南海バス、
水鉄バスは一部運行休止や
迂回運行します。▼その
他＝２月13日貂、14日貉、
17日貍、18日豸の４日間は
りんくう公園（泉佐野市）
第２駐車場が使用できませ
んのでご協力お願いします
▼問合せ＝泉州国際市民マ
ラソン実行委員会薀436－
3440

府
民
陶
芸
教
室
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

２月18日豸、泉州国際市民マラソン開催のため、

次のとおり市民体育館等の施設を臨時休館とします。

▼終日休館（場）＝市民体育館、りんくう体育館お

よび公園・運動広場（大阪府南部広域防災拠点）、な

みはやグラウンド、市民球場（サザンスタジアム）、

りんくう南浜２号緑地テニスコート

なお、２月18日豸に市民体育館で実施する予定の

テニスコートおよび、なみはやグラウンド使用の抽

選会は、２月11日豸に変更しますのでご注意くださ

い。抽選時間・場所は変更ありません。

▼問合せ＝市民体育館薀482－1000

体育施設の臨時休館と
テニスコート等の抽選日を変更

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
前

で
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
２
月
９
日
貊
笆
16

日
貊
午
前
10
時
〜
11
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
笊
府
立
泉
南
高
校
（
駐

車
場
な
し
）
笆
府
立
砂
川
高
校

（
駐
車
場
あ
り
）
▼
対
象
＝
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼

内
容
＝
歌
、
手
遊
び
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
、
親
子
の
遊
び
、
高
校

生
と
の
交
流
等
▼
そ
の
他
＝
▽

雨
天
実
施
▽
お
茶
以
外
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
▽
紙
お
む
つ
は
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

薀
484
３
３
７
１

広
い
場
所
で
思
い
切
り
身
体

を
動
か
し
な
が

ら
、
親
子
で

の
遊
び
、

友
だ
ち

同
士
の

遊
び
を
存

分
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
２
月
23

日
貊
（
毎
月
第
４
金
曜
日
）
午

前
10
時
〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

り
ん
く
う
体
育
館
（
駐
車
場
あ

り
）
▼
対
象
＝
３
歳
児
（
平
成

14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
（
き
ょ
う
だ
い
の

参
加
は
可
能
で
す
）
▼
内
容
＝

運
動
遊
具
を
使
っ
て
の
遊
び
、

集
団
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

▼
そ
の
他
＝
▽
上
靴
（
親
子
）、

着
替
え
、
お
茶
等
は
各
自
ご
持

参
く
だ
さ
い
▽
お
茶
以
外
は
飲

食
で
き
ま
せ
ん
▼
申
込
み
＝
不

要
▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
薀
484
３

３
７
１

保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相

談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
▼

と
き
＝
笊
笆
２
月
６
日
貂
、
３

月
６
日
貂
笳
笘
２
月
20
日
貂
、

３
月
20
日
貂
笙
２
月
13
日
貂
、

27
日
貂
、
３
月
13
日
貂
、
27
日

貂
笞
２
月
１
日
貅
、
15
日
貅
、

３
月
１
日
貅
、
15
日
貅
▼
保
育

所
名
・
連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育

所
薀
483
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育

所
薀
482
０
０
７
４
笳
浜
保
育
所

薀
484
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保

育
所
薀
483
４
０
４
１
笙
ち
び
っ

こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
薀
484
３
３

７
１
笞
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
薀

484
０
１
９
０
▼
開
放
時
間
＝
笊

〜
笙
午
前
10
時
〜
11
時
半
笞
午

後
１
時
半
〜
３
時
▼
問
合
せ
＝

子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）

「
紀
泉
む
か
し
暮
ら
し
と

自
然
あ
そ
び
」

五
右
衛
門
風
呂
、
竹
あ
そ
び
。

里
山
ご
飯
な
ど
。
自
然
い
っ
ぱ

い
の
里
山
で
思
い
っ
き
り
む
か

し
を
感
じ
よ
う
。
▼
と
き
＝
３

月
28
日
貉
〜
30
日
貊
（
２
泊
３

日
）▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

里
山
の
自
然
学
校
紀
泉
わ
い
わ

い
村
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼

費
用
＝
２
万
５
千
円
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
里
山
の
自
然
学

校
紀
泉
わ
い
わ
い
村
薀
485
０
６

６
１
／e-m

ail:y
m
ca-w

aiw
ai

m
ura@

osakaym
ca.or.jp

▼
と
き
＝
２
月
25
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
お
も
ち
ゃ
の

病
院
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

▼
と
こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅
（
JR

新
家
駅
徒
歩
５
分
、
駅
に
案
内

板
あ
り
）
▼
内
容
＝
「
泉
南
お

も
ち
ゃ
の
病
院
」
ス
タ
ッ
フ
が
、

家
庭
に
あ
る
こ
わ
れ
た
お
も
ち

ゃ
の
修
理
を
し
ま
す
▼
参
加

費
・
申
込
み
＝
不
要
（
任
意
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
代
100
円
の
協
力

金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
）
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

248
）世

界
的
に
名
声
の
あ
る
ド
イ

ツ
製
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
と
バ
イ

オ
リ
ン
な
ど
の
楽
器
や
歌
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
出

演
者
を
募
集
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
２
月
25
日
豸
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
（
入
場
無
料
）
▼
応
募
資

格
＝
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

以
上
の
方
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、

メ
ン
バ
ー
に
市
内
在
住
の
方
が

い
れ
ば
応
募
で
き
ま
す
）
▼
定

員
＝
30
組
▼
参
加
費
＝
１
名
に

つ
き
500
円
▼
そ
の
他
＝
１
名

（
ピ
ア
ノ
の
み
）
で
の
参
加
、
グ

ル
ー
プ
（
５
名
ま
で
）
で
の
参

加
も
で
き
ま
す
▼
練
習
日
＝
２

月
18
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

10
日
貍
（
月
曜
日
を
除
く
）
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
に
文

化
ホ
ー
ル
事
務
所
（
図
書
館
２

階
）
へ
薀
482
７
７
６
７

「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

（
イ
ン
ド
ア
）の
部
」参
加
者
募
集

▼
と
き
＝
３
月
10
日
貍
午
後
１

時
半
〜
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
＝

羽
曳
野
市
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア

ム
）
▼
対
象
＝
平
成
18
年
４
月

１
日
現
在
、
13
歳
以
上
の
身

体
・
知
的
障
害
者
（
児
）
で
大
阪

府
に
在
住
の
方
▼
定
員
＝
80
名

（
申
込
順
）▼
競
技
種
目
＝
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
主
催
＝
大
阪
府
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
・
社
会
福

祉
法
人
た
け
る
の
里
▼
申
込

み
＝
２
月
９
日
貊
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
用

紙
（
高
齢
障
害
介
護
課
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
５

８
３
・
０
８
４
２
羽
曳
野
市
飛

鳥
39
・
１
　
社
会
福
祉
法
人
た

け
る
の
里
へ
薀
蕭
０
７
２
・
９

５
０
・
５
４
７
７
▼
問
合
せ
＝

高
齢
障
害
介
護
課
（
内
線
545
）

６

「
さ
ん
・
さ
ん
広
場
」

で
遊
ぼ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
の
出
前
保
育

里
山
ま
る
ご
と
冒
険

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
は
び
き
の
地
域
大
会

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か

第
８
回
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

山
田
家
住
宅
一
般
公
開

＆
お
も
ち
ゃ
の
病
院



江
戸
時
代
の
泉
州
の
人
々
の

習
慣
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

２
月
24
日
貍
午
後
１
時
半
〜
３

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物

館
講
堂
兼
視
聴
覚
室
▼
講
師
／

内
容
＝

橘
た
ち
ば
な

弘
文

ひ
ろ
ふ
み

さ
ん
（
大
阪

観
光
大
学
）
／
「
江
戸
時
代
の

泉
州
案
内
〜
中な
か

盛
彬

も
り
し
げ

が
み
た
江

戸
時
代
の
泉
州
を
中
心
に
し
て

〜
」
▼
定
員
＝
60
名
（
申
込
順
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
５

日
豺
か
ら
電
話
か
来
館
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
古
代
史
博
物
館
へ

薀
483
６
７
８
９
／e

-m
a
il:

m
aibun@

city.sennan.lg.jp

約
10
㎞
（
健
脚
向
き
）
の
ハ

イ
キ
ン
グ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。▼
と
き
＝
２
月
25
日
豸
午

前
８
時
半
〜
午
後
４
時
頃
（
小

雨
決
行
、
荒
天
中
止
）▼
コ
ー

ス
＝
集
合
駅
（
午
前
８
時
半
）

〜
バ
ス
〜
紀
泉
わ
い
わ
い
村
〜

梵
天
山

ぼ
ん
て
ん
や
ま

展
望
台
〜
根
来
山
げ
ん

き
の
森
〜
根
来
寺
境
内
〜
根
来

寺
大
門
〜
バ
ス
〜
集
合
駅
▼
定

員
＝
300
名
（
和
泉
砂
川
駅
西
口
、

樽
井
駅
、
岩
出
駅
定
員
各
100
名

小
学
４
年
生
以
上
の
方
。
な
お
、

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）▼
参
加

費
＝
大
人
１
千
円
、
子
ど
も
500

円
（
往
復
バ
ス
代
込
み
）▼
募
集

期
間
＝
２
月
１
日
貅
〜
15
日
貅

（
当
日
の
消
印
有
効
。
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）▼

中
止
決
定
＝
雨
天
（
荒
天
）
の
場

合
の
決
定
は
、
当
日
午
前
６
時

に
行
い
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
（
な
お
、
各

集
合
駅
に
は
、
当
日
の
集
合
時

間
ま
で
に
中
止
の
張
り
紙
を
掲

示
し
ま
す
）▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
（
グ

ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表
者
が
わ

か
る
よ
う
に
記
入
く
だ
さ
い
）、

集
合
駅
名
を
記
入
の
上
、
〒
６

４
９
・
６
２
９
２
和
歌
山
県
岩

出
市
西
野
209

岩
出
市
農
林
経

済
課
内
根
来
街
道
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
振
興
協
議
会
事
務
局

薀
０
７
３
６
・
６
２
・
２
１
４

１
働
く
う
え
で
の
様
々
な
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
受

給
額
な
ど
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
年
金
手
帳
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
３
月
４
日
豸
午
後
１
時

〜
４
時
（
セ
ミ
ナ
ー
１
時
〜
２

時
半
）▼
と
こ
ろ
＝
田
尻
町
立
公

民
館
（
南
海
本
線
「
吉
見
ノ
里

駅
」
北
約
400
袤
、
駐
車
場
あ
り
）

▼
内
容
＝
①
年
金
の
基
礎
知
識

と
定
年
退
職
前
準
備
セ
ミ
ナ
ー

（
定
員
30
名
、
事
前
申
込
要
）
②

年
金
相
談
・
総
合
労
働
相
談

（
社
会
保
険
労
務
士
等
に
よ
る
相

談
）
③
電
話
相
談
薀
466
０
０
３

０
（
先
着
順
・
当
日
受
付
）
④

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業
適
性
診

断
（
先
着
順
・
当
日
受
付
）▼
主

催
＝
阪
南
自
治
体
労
働
行
政
協

議
会
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
商

工
労
働
課
（
内
線
583
）

関
西
国
際
空
港
島
内
で
機
内

食
の
詰
め
合
わ
せ
作
業
や
試
食
、

関
空
の
機
能
を
支
え
る
現
場
を

訪
問
す
る
職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア

ー
を
行
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
３

月
12
日
豺
〜
16
日
貊
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
（
初
日
は
午
後
３

時
ま
で
、
３
日
目
・
５
日
目
は

午
後
５
時
45
分
ま
で
）
▼
と
こ

ろ
＝
貝
塚
市
職
員
会
館
（
貝
塚

市
役
所
東
隣
）
▼
対
象
＝
34
歳

以
下
の
若
年
求
職
者
（
学
生
は

除
く
）
▼
受
講
料
＝
２
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
＋
保
険
料
＋
機
内

食
材
料
費
＋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
。

交
通
費
は
自
己
負
担
で
す
）
▼

定
員
＝
20
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
内
容
＝
就
職
の
た
め

の
基
礎
能
力
を
習
得
す
る
た
め

の
講
座
、
就
職
活
動
の
Ａ
Ｂ

Ｃ
・
適
性
・
適
職
発
見
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
・
職
場
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
▼
申
込
み
＝
２
月
28
日

貉
ま
で
に
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
ま

た
は
Ｊ
Ｏ
Ｂ
カ
フ
ェ
お
お
さ
か

へ
所
定
の
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
３
月
６
日
貂
頃
受

講
決
定
者
に
は
郵
便
で
通
知
し

ま
す
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
商

工
労
働
部
雇
用
推
進
室
能
力
開

発
課
薀
０
６
・
６
９
４
４
・
６

７
６
５

笊
平
成
18
年
度
個
人
事
業
者
確

定
申
告
の
決
算
内
容
に
関
す
る

個
別
相
談
会

▼
と
き
＝
２
月
16
日
貊
〜
３
月

15
日
貅
（
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
樽
井
区

民
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
）
▼

相
談
員
＝
商
工
会
経
営
指
導
員

▼
相
談
内
容
＝
①
青
色
申
告

書
・
青
色
決
算
書
の
相
談
に
つ

い
て
②
白
色
申
告
書
・
白
色
決

算
書
の
相
談
に
つ
い
て
③
消
費

税
申
告
書
の
相
談
に
つ
い
て

笆
専
門
家
（
税
理
士
）
に
よ
る

個
別
相
談
会

▼
と
き
＝
２
月
13
日
貂
・
３
月

13
日
貂
午
後
１
時
半
〜
午
後
４

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
▼
相
談

員
＝
近
畿
税
理
士
会
税
理
士
▼

笊
笆
の
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉

南
市
商
工
会
へ
薀
483
６
３
６
５

ホ
ー
ル
内
の
喫
茶
室
を
経
営

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
文
化
ホ

ー
ル
事
務
所
（
図
書
館
２
階
）

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
募
集

要
項
の
配
布
＝
２
月
15
日
貅
〜

18
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

半
▼
申
込
受
付
＝
２
月
20
日
貂

〜
27
日
貂
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
半
（
月
曜
日
を
除
く
）
▼
そ

の
他
＝
応
募
多
数
の
場
合
は
審

査
と
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
文
化

ホ
ー
ル
薀
482
７
７
６
７

９

商
工
業
者
向
け
確
定
申
告

と
消
費
税
決
算
相
談
会

若
年
者
の
た
め
の
就
職

基
礎
能
力
速
成
講
座

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

紀
泉
山
脈
横
断
ハ
イ
ク

参
加
者
募
集

古
代
史
博
物
館
講
座
・
泉
州

の
人
々
の
習
慣
や
暮
ら
し

文
化
ホ
ー
ル
内
喫
茶
室

経
営
者
を
募
集

フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
の
出
会
い
の

中
か
ら
生
ま
れ
る
人
と
人
と
の

心
の
ふ
れ
あ
い
、
あ
な
た
も
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

３
月
６
日
貂
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
３

階
研
修
室
▼
内
容
＝
「
子
ど
も

を
核
に
し
た
地
域
の
つ
な
が
り

づ
く
り
」
講
演
会
の
後
、
会
員

登
録
手
続
き
も
で
き
ま
す
▼
講

師
＝
松
尾
ま
つ
お

純
代
す
み
よ

さ
ん
（
大
阪
市

立
子
育
て
い
ろ
い
ろ
相
談
セ
ン

タ
ー
）
▼
一
時
保
育
＝
定
員
15

名
（
１
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど

も
で
申
込
順
）
▼
そ
の
他
＝
１

歳
未
満
の
子
ど
も
は
講
座
室
に

入
室
で
き
ま
す
。
一
丘
幼
稚
園

内
の
セ
ン
タ
ー
で
も
随
時
会
員

登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
13
日
貂
〜

23
日
貊
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
一
時
保
育
を
希
望

す
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
を

〒
５
９
０
・
０
５
０
５
泉
南
市

信
達
大
苗
代
36
・
６
　
一
丘
幼

稚
園
内
泉
南
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ

と
み
る
く
」
へ
薀
蕭
483
９
６
６

５
／e-m

ail:fam
ily
su
p
p
ort

@
city.sennan.osaka.jp

貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、

年
金
保
険
料
（
平
成
17
年
１
月

分
以
降
分
）
を
納
め
ら
れ
る
方

は
、
当
日
納
入
通
知
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
２
月

21
日
貉
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
市

役
所
市
民
相
談
室
▼
問
合
せ
＝

市
民
課
（
内
線
255
）

ス
タ
ッ
フ
が
指
導
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
２
月
18
日
豸
午
前
９

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
泉

佐
野
病
院
３
階
大
会
議
室
▼
内

容
＝
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
▼
定
員
＝
30
名

（
申
込
順
）
▼
そ
の
他
＝
▽
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

▽
希
望
者
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
資
料
（
420

円
）
を
準
備
し
て
い
ま
す
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
泉
州
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
薀
464
９
９
３
１

こ
こ
ろ
や
身
体
の
不
調
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
、
多
く

の
人
が
こ
こ
ろ
の
病
気
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
が
出
し

て
い
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
さ
さ
や
き
に
、

耳
を
か
た
む
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
２
月
７
日
貉
午
後
２

時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
１
階
大
会
議
室
▼
講

師
＝
向
井
む
か
い

泰
二
郎

た
い
じ
ろ
う

さ
ん
（
近
畿

大
学
附
属
病
院
）
▼
そ
の
他
＝

手
話
通
訳
の
必
要
な
方
は
事
前

に
申
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
高
齢
障

害
介
護
課
（
内
線
543
蕭
480
２
１

３
４
）

「
ガ
ン
、
高
血
圧
か
ら
あ
な

た
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
最
近

の
ガ
ン
検
診
と
高
血
圧
治
療
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
２
月
24
日
貍

午
後
１
時
半
開
場
、
午
後
２
時

〜
４
時
ま
で
講
演
▼
と
こ
ろ
＝

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
り
ん

く
う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
２
階
）
▼
定
員
＝
180
名
▼

参
加
費
＝
無
料
（
整
理
券
が
必

要
）
▼
内
容
／
講
師
＝
①
高
血

圧
そ
ん
な
に
下
げ
て
大
丈
夫
／

馬
場
ば
ば

章
あ
き
ら
さ
ん
（
済
生
会
新
泉
南

病
院
院
長
）
②
分
か
っ
て
い
ま

す
か
最
近
の
ガ
ン
検
診
／
太
田
お
お
た

仁
八
ひ
と
や

さ
ん
（
大
阪
医
科
大
学
非

常
勤
講
師
）
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
＝h

ttp
://w

w
w
.saiseik

ai

sen
n
an
.jp

▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
20
日
貂
（
月
〜
土
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
５
９
０
・

０
５
３
５
泉
南
市
り
ん
く
う
南

浜
３
・
７
　
済
生
会
新
泉
南
病

院
「
市
民
公
開
健
康
講
座
」
係

へ
薀
480
５
６
１
１
蕭
485
０
２
７

０
／e

-m
a
il:k
o
u
z
a
@
sa
ise
i

kaisennan.jp

▼
と
き
＝
２
月
25
日
豸
午
後
１

時
〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公

民
館
２
階
大
会
議
室
▼
参
加

費
＝
１
１
０
０
円
（
材
料
費
）

当
日
徴
収
▼
持
ち
物
＝
は
さ
み
、

お
し
ぼ
り
、
鉛
筆
▼
定
員
＝
30

名
（
申
込
順
）
▼
主
催
＝
泉
南

市
文
化
協
会
▼
申
込
み
＝
２
月

20
日
貂
ま
で
の
午
後
７
時
以
降

に
電
話
で
薀
482
２
２
６
２
宮
崎

み
や
ざ
き

へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
247
）

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

爽
快
な
景
色
や
梅
の
花
も
め
で

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
３
月
３
日
貍
午

前
９
時
半
JR
新
家
駅
集
合
、
午

後
２
時
半
ご
ろ
金
熊
寺
解
散
予

定
（
雨
天
中
止
）
▼
コ
ー
ス
＝

JR
新
家
駅
〜
種
河

た
ね
か
わ

神
社
〜

畦
の
谷

あ
ぜ
の
た
に

地
蔵
〜
お
菊
山
（
休

憩
・
昼
食
）
〜
蓮
信
寺

れ
ん
し
ん
じ

〜
金
熊

寺
〜
梅
林
（
解
散
）
約
10
㎞
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
50
名

▼
そ
の
他
＝
手
袋
、
タ
オ
ル
を

持
っ
て
、
山
歩
き
の
服
装
と
靴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
弁
当
、

飲
料
水
は
各
自
ご
持
参
く
だ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
23

日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５
９
２

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
生
涯
学
習

課
へ
（
内
線
217
蕭
483
７
３
０

６
／e-m
ail:sy

ou
g
ai@
city
.

sennan.lg.jp

）

８

済
生
会
新
泉
南
病
院

第
５
回
市
民
公
開
健
康
講
座

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
講
演
会
・
登
録
会

国
民
年
金
相
談
会

（
集
合
徴
収
）
を
開
催

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
／
こ
こ
ろ

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
・
う
つ
病
の
予
防

泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

歴
史
文
化
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
菊
山
・
金
熊
寺
コ
ー
ス

和
紙
ち
ぎ
り
絵
の

お
ひ
な
様
つ
く
り



▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会
指

導
員
補
助
▼
資
格
＝
平
成
19
年

４
月
１
日
現
在
、
60
歳
未
満
の

方
で
、
放
課
後
・
土
曜
日
・
学

校
休
業
日
等
に
週
４
、
５
日
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
が
で
き

る
方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
16
名

▼
試
験
日
＝
３
月
12
日
豺
面
接

試
験
▼
時
間
給
＝
810
円
▼
採
用

予
定
日
＝
４
月
１
日
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
３
月
２
日
貊
〜

９
日
貊
（
土
、
日
を
除
く
）
の

期
間
に
写
真
付
履
歴
書
と
返
信

用
定
形
封
筒
（
長
形
３
号
に
宛

名
を
記
入
の
上
、
350
円
分
の
切

手
を
添
付
）
を
生
涯
学
習
課
へ

（
内
線
252
）

▼
職
種
＝
保
育
所
、
リ
バ
ー
ス

ク
ー
ル
の
保
育
士
▼
資
格
＝
昭

和
22
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
方
（
平
成
19
年
３
月
31
日

資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
▼
採

用
予
定
人
員
＝
若
干
名
▼
試
験

日
＝
２
月
18
日
豸
、
３
月
４
日

豸
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接

試
験
▼
採
用
予
定
日
＝
４
月

（
予
定
）
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝

２
月
１
日
貅
か
ら
子
育
て
支
援

課
で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２

月
１
日
貅
〜
13
日
貂
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
期
間
に
子
育

て
支
援
課
へ
（
内
線
281
）

▼
職
種
＝
保
育
所
看
護
師
▼
資

格
＝
昭
和
22
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
看
護
師
資
格

を
有
す
る
方
（
平
成
19
年
３
月

31
日
資
格
取
得
見
込
み
含
む
）

▼
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
名
▼

試
験
日
＝
２
月
18
日
豸
、
３
月

４
日
豸
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・

面
接
試
験
▼
採
用
予
定
日
＝
４

月
（
予
定
）
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら
子
育
て

支
援
課
で
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
１
日
貅
〜
13
日
貂

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
期

間
に
子
育
て
支
援
課
へ
（
内
線

281
）

▼
職
種
＝
保
育
所
給
食
調
理
員

▼
資
格
＝
昭
和
21
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
調
理
師

の
資
格
を
有
す
る
方
（
平
成
19

年
３
月
31
日
資
格
取
得
見
込
み

含
む
）
▼
採
用
予
定
人
員
＝
若

干
名
▼
試
験
日
＝
２
月
18
日
豸
、

３
月
４
日
豸
▼
試
験
内
容
＝
筆

記
・
面
接
試
験
▼
採
用
予
定

日
＝
４
月
（
予
定
）
▼
募
集
要

項
の
配
布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら

子
育
て
支
援
課
で
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
２
月
１
日
貅
〜
13
日

貂
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

の
期
間
に
子
育
て
支
援
課
へ

（
内
線
281
）

▼
職
種
＝
家
庭
児
童
相
談
員
▼

資
格
＝
昭
和
22
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
方
で
次
の
①
②
③

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
①
＝

臨
床
心
理
士
の
資
格
取
得
者

②
＝
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大

学
に
お
い
て
児
童
福
祉
、
社
会

福
祉
、
児
童
学
、
心
理
学
、
教

育
学
も
し
く
は
社
会
を
履
修
す

る
学
科
、
ま
た
は
こ
れ
に
相
当

す
る
課
程
を
修
了
、
卒
業
し
た

方
③
＝
①
②
に
準
ず
る
方
で
家

庭
児
童
相
談
員
と
し
て
必
要
な

学
識
経
験
を
有
す
る
方
▼
採
用

予
定
人
員
＝
１
名
▼
試
験
日
＝

２
月
18
日
豸
、
３
月
４
日
豸
▼

試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接
試
験

▼
採
用
予
定
日
＝
４
月
（
予
定
）

▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
２
月
１

日
貅
か
ら
子
育
て
支
援
課
で
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
１
日

貅
〜
13
日
貂
（
土
、
日
、
祝
日

は
除
く
）
の
期
間
に
子
育
て
支

援
課
へ
（
内
線
281
）

▼
職
種
＝
図
書
館
司
書
▼
職
務

内
容
＝
市
立
図
書
館
業
務
全
般

▼
資
格
＝
昭
和
22
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
普
通
免

許
を
有
し
運
転
が
で
き
、
司
書

資
格
を
有
す
る
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
▼
採
用
予
定
人

員
＝
１
名
▼
試
験
日
＝
２
月
18

日
豸
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面

接
試
験
▼
採
用
予
定
日
＝
４
月

１
日
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
２

月
１
日
貅
か
ら
図
書
館
で
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
４
日
豸

〜
14
日
貉
（
５
日
豺
、
11
日
豸

〜
13
日
貂
は
休
館
）
の
期
間
に

図
書
館
へ
薀
482
７
７
６
６

▼
職
種
＝
浄
水
場
従
事
職
員
▼

職
務
内
容
＝
浄
水
場
施
設
の
維

持
管
理
▼
資
格
＝
昭
和
21
年
４

月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
不

問
）
▼
採
用
予
定
人
員
＝
１
名

▼
試
験
日
＝
〈
１
次
〉
２
月
18

日
豸
筆
記
、〈
２
次
〉
３
月
４
日

豸
面
接
▼
採
用
予
定
日
＝
４
月

（
予
定
）
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝

２
月
１
日
貅
か
ら
上
水
道
工
務

課
で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２

月
５
日
豺
〜
13
日
貂
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
期
間
に
上
水

道
工
務
課
へ
薀
482
６
５
５
１

▼
職
種
＝
事
務
職
員
（
産
休
お

よ
び
育
休
代
替
職
員
）
▼
職
務

内
容
＝
一
般
事
務
▼
資
格
＝
昭

和
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

で
き
る
方
（
学
歴
不
問
）
▼
採

用
予
定
人
員
＝
３
名
程
度
▼
試

験
日
＝
〈
１
次
〉
２
月
18
日
豸

筆
記
、〈
２
次
〉
３
月
４
日
豸
面

接
▼
採
用
予
定
日
＝
４
月
ま
た

は
５
月
（
予
定
）
▼
募
集
要
項

の
配
布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら
人

事
課
で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

２
月
５
日
豺
〜
13
日
貂
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）
の
期
間
に

人
事
課
へ
（
内
線
275
・
207
）
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任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／

浄
水
場
従
事
職
員
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職

員
／
事
務
職
員
募
集

泉
南
市
留
守
家
庭
児
童

会
指
導
員
補
助
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職

員
／
図
書
館
司
書
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／

家
庭
児
童
相
談
員
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／

保
育
所
調
理
員
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／

保
育
所
看
護
師
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職

員
／
保
育
士
募
集

▼
募
集
期
間
＝
２
月
１
日
貅
〜

３
月
９
日
貊
▼
試
験
期
日
＝
３

月
16
日
貊
▼
受
験
資
格
＝
大
阪

府
内
在
住
の
高
等
学
校
卒
業
も

し
く
は
同
等
の
学
力
の
あ
る
方

（
年
齢
制
限
な
し
）
詳
細
は
問
合

せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
農
業

大
学
校
事
務
室
薀
０
７
２
・
９

５
８
・
６
５
５
１

▼
授
業
日
＝
毎
週
火
曜
日
午
前

10
時
半
〜
午
後
４
時
（
ク
ラ
ブ

活
動
別
曜
日
）
▼
と
こ
ろ
＝
岸

和
田
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
南
海
岸
和
田
駅
南
口
よ
り
徒
歩

５
分
）
▼
対
象
＝
満
55
歳
以
上

の
通
学
可
能
な
方
（
自
動
車
通

学
は
不
可
）
▼
費
用
＝
入
学
金

５
千
円
、
学
費
月
３
５
０
０
円
、

学
生
自
治
会
費
月
500
円
（
ク
ラ

ブ
費
は
別
途
必
要
）
▼
申
込

み
＝
岸
和
田
健
老
大
学
薀
431
１

５
７
５
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
247
）

小
・
中
学
校
の
障
害
を
持
つ

子
ど
も
の
介
助
に
つ
い
て
、
登

録
希
望
者
を
対
象
に
選
考
を
行

い
ま
す
。
▼
資
格
＝
昭
和
22
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
学
歴
不
問
）
▼
選
考
日
＝
２
月

24
日
貍
▼
登
録
有
効
期
限
＝
平

成
20
年
３
月
31
日
ま
で
▼
そ
の

他
＝
詳
細
は
登
録
さ
れ
た
方
に

連
絡
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
21
日
貉
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
（
写
真
を
添
付
の
こ

と
）
を
学
務
課
へ
（
内
線
357
）

▼
職
種
＝
市
立
幼
稚
園
の
講
師

▼
資
格
＝
幼
稚
園
免
許
取
得
者

で
昭
和
22
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
▼
採
用
予
定
人

員
＝
若
干
名
▼
試
験
日
＝
２
月

25
日
豸
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・

面
接
試
験
▼
採
用
予
定
日
＝
４

月
（
予
定
）
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら
学
務
課

で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

15
日
貅
〜
21
日
貉
（
土
、
日
を

除
く
）
の
期
間
に
学
務
課
へ

（
内
線
357
）

▼
職
種
＝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
▼
資

格
＝
臨
床
心
理
士
等
の
資
格
を

有
す
る
方
で
昭
和
22
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
▼
採
用

予
定
人
員
＝
１
名
▼
試
験
日
＝

２
月
25
日
豸
▼
試
験
内
容
＝
筆

記
・
面
接
試
験
▼
採
用
予
定

日
＝
４
月
（
予
定
）
▼
募
集
要

項
の
配
布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら

指
導
課
で
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
15
日
貅
〜
21
日
貉

（
土
、
日
を
除
く
）
の
期
間
に
指

導
課
へ
（
内
線
296
）

▼
職
種
＝
不
登
校
児
童
生
徒
の

指
導
▼
資
格
＝
小
中
学
校
教
員

免
許
取
得
者
、
ま
た
は
、
学
校

心
理
士
等
の
資
格
を
有
す
る
方

で
不
登
校
児
童
生
徒
の
指
導
経

験
が
２
年
以
上
あ
る
昭
和
22
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▼
採
用
予
定
人
員
＝
１
名
▼
試

験
日
＝
２
月
25
日
豸
▼
試
験
内

容
＝
筆
記
・
面
接
試
験
▼
採
用

予
定
日
＝
４
月
（
予
定
）
▼
募

集
要
項
の
配
布
＝
２
月
１
日
貅

か
ら
指
導
課
で
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
15
日
貅
〜
21
日
貉

（
土
、
日
を
除
く
）
の
期
間
に
指

導
課
へ
（
内
線
296
）

▼
職
種
＝
不
登
校
児
童
生
徒
の

指
導
補
助
▼
資
格
＝
心
理
学
士

等
の
専
門
性
を
有
す
る
方
で
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
指
導
に
関

わ
っ
た
経
験
の
あ
る
昭
和
22
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▼
採
用
予
定
人
員
＝
１
名
▼
試

験
日
＝
２
月
25
日
豸
▼
試
験
内

容
＝
面
接
試
験
▼
採
用
予
定

日
＝
４
月
（
予
定
）
▼
募
集
要

項
の
配
布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら

指
導
課
で
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
15
日
貅
〜
21
日
貉

（
土
、
日
を
除
く
）
の
期
間
に
指

導
課
へ
（
内
線
296
）

▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会

（
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
）
の
指
導
員

▼
資
格
＝
昭
和
21
年
４
月
２
日

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
教
員
免
許
ま
た

は
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

（
い
ず
れ
も
平
成
19
年
３
月
31
日

資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
ま
た

は
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
の

経
験
（
１
年
以
上
）
が
あ
り
、

放
課
後
、
土
曜
日
、
学
校
休
業

日
等
に
勤
務
で
き
る
方
▼
採
用

予
定
人
員
＝
15
名
▼
試
験
日
＝

２
月
18
日
豸
▼
試
験
内
容
＝
筆

記
・
面
接
試
験
▼
採
用
予
定

日
＝
４
月
１
日
▼
募
集
要
項
の

配
布
＝
２
月
１
日
貅
か
ら
生
涯

学
習
課
で
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
５
日
豺
〜
13
日
豺

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
期

間
に
生
涯
学
習
課
へ
（
内
線
252
）
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岸
和
田
健
老
大
学

30
期
生
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職

員
／
教
育
相
談
員
募
集

臨
時
職
員
／
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
補
助
指
導
員
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／

留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
募
集

食
と
み
ど
り
の
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

農
業
大
学
校
学
生
２
次
募
集

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
／
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員
募
集

市
立
学
校
介
助
員
の

登
録
・
選
考

任
期
付
職
員
／
市
立
幼

稚
園
講
師
募
集

第11回IAAF世界陸上競技選手
権大阪大会のボランティアを募集
します。▼対象＝▽原則として平
成19年４月１日現在で18歳以上の
方▽８月14日～９月５日までの期
間中で、４日以上ボランティア活
動に参加できる方（詳細はホーム
ページをご覧ください）▼申込
み・問合せ＝２月28日貉（当日消
印有効）までに郵送かＦＡＸ、大
会ホームページで〒550－8799大阪
西郵便局私書箱15号　ＩＡＡＦ世
界陸上2007大阪大会ボランティア
係へ薀0570－07－2007蕭06－
6574－2713／ホームページhttp://
www.osaka2007.jp

IAAF世界陸上2007大阪
大会ボランティア募集中！



▼
売
払
用
地
＝
▽
所
在
地
／
泉
南
市
男
里
七

丁
目
１
３
１
３
の
７
番
地
▽
地
目
／
宅
地
▽

面
積
／
７
９
５
・
８
９
裃
▽
用
途
地
域
／
準

工
業
地
域

▼
参
加
申
込
書
配
布
期
間
＝
２
月
５
日
豺
〜

23
日
貊
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

▼
申
込
受
付
期
間
＝
２
月
19
日
豺
〜
23
日
貊

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
提
出
先
＝
市
役
所
２
階
総
務
課

▼
決
定
方
法
＝
３
月
２
日
貊
に
一
般
競
争
入

札
方
式
で
決
定

▼
申
込
み
＝
総
務
課
で
入
札
要
領
・
申
込
み

様
式
一
式
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
泉
南
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.city

.
sennan.osaka.jp/

）
か
ら
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
285
）
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人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

2月1日,8日,22日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 
商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀485-1586

知的障害者相談 

市役所 
子育て支援課 

市役所 
税務課 

市役所 
国民健康保険課 

子育て支援課 
薀483-0001 
（内線242） 

税務課 
薀483-0001 
（内線233） 
国民健康保険課 
薀483-0001 
（内線259） 

高齢障害介護課 
薀483-0001 
（内線546） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀482-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀483-3755

人権協会 
薀485-1401

農業委員会事務局 
薀483-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀485-1401

市役所別館2階 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

消費者相談 

毎月第３木曜日 
午後1時半 
　～4時半 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀482-0114

月～金曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401 
薀483-6447

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401

税務課 
薀483-0001 
（内線239） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課 

月～金曜日 
執務時間中 

ハローワーク情報 
（週１回更新） 
ハローワーク情報 
（毎日更新） 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀485-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 
毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時45分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

確定申告の申告時期のため 
今月はお休みします。 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
482－4111

市役所別館2階 
商工労働課前 

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

関西国際空港情報：№81

関空発着ツアー『関空10点満点邇』登場
３月までの期間限定で、関空国内線の

就航地方面限定で旅行商品を紹介するパ
ンフレットが登場。お得な特典満載の魅
力的なツアーが揃います。
「関空からビュン！関空10点満点邇」
▼出発日＝3月30日貊まで（コースによ
り異なります）▼掲載商品＝北海道、東
北、九州の３方面６空港発着のフリープ
ラン商品▼特徴＝笊申込みグループごと
に、「オリジナルるるぶ」をプレゼント
笆マイカーでご出発のお客様のために、
国内旅行用特別割引料金プラン「とめ得
関空セット割引」をご用意笳わくわくレ
ンタカープラン（全車カーナビ付、車種
指定可）を準備（北海道方面を除く）▼
申込み・問合せ＝JTB西日本コールセン
ター薀0570－050－489（営業時間午前９
時半～午後９時、年中無休）またはお近
くのJTB各支店、JTB提携販売店へ

関空第２滑走路を走ろう！
「2007新地球Run in KIX」大会開催
今年８月２日の第２滑走路のオープン

を記念して、マラソン大会を２期空港島
で開催します。
オープン前の第２滑走路を走れるの

は、これが最後。ぜひこの機会に、滑走
路の大きさを実感してみてください。▼
開催日＝５月13日豸▼定員＝合計7,000
名（申込順）うち車いすは100名▼参加
費＝1,000円～3,500円▼種目＝10kmマラ
ソン、5kmマラソン、3kmファンラン、
1kmチビッコラン、車イス10kmマラソ
ン、車イス2kmマラソン（滑走路を利用
した車いすマラソンは世界初！）▼締切
り＝１次は４月９日豺、２次は４月23日
豺（２次はインターネット受付のみ）▼
問合せ＝「2007新地球Run in KIX」事
務局薀06－6305－6302

市
の
所
有
地
を
一
般
競
争

入
札
方
式
で
売
却

10
月
か
ら
の
障
害
者
自
立
支
援
法
完
全
実

施
に
伴
い
、
新
し
い
枠
組
み
と
な
り
ま
し
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
手
続
方
法
な
ど
を
ま
と
め

た
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
補
装
具
や
日

常
生
活
用
具
の
給
付
等
、
原
則
１
割
の
自
己

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
手
引
き
を
ご

希
望
の
方
は
、
高
齢
障
害
介
護
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課
（
内
線
544
）

地
域
で
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
問
題
解
決
に
向
け
て
と

も
に
考
え
ま
す
。
泉
南
市
で
は
次
の
３
事
業

所
に
委
託
を
し
て
い
ま
す
。

▽
せ
ん
な
ん
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
（
泉
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
）薀
482
０
１
１
４
蕭
482
２
１
１
７

▽
せ
ん
な
ん
生
活
支
援
相
談
室
（
デ
イ
セ
ン
タ

ー
せ
ん
な
ん
）薀
483
９
９
０
０
蕭
483
９
５
５
３

▽
精
神
障
害
者
等
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
泉
南
フ
レ
ン
ド
」
薀
蕭
485
１
５
５
３

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課
（
内
線
544
）

障
害
手
帳
を
所
持
す
る
原
則
小
学
１
年
生

〜
高
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
、
保
護
者
が

就
労
、
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
、
不
在
ま
た

は
家
庭
で
介
護
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
児
童

の
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
利
用
に
は
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
事
業
所
＝
▽
タ
イ
ム
ケ
ア
さ
く
ら
（
月
〜

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）
薀
482
４
８

７
９

▽
泉
南
ド
リ
ー
ム
（
火
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
）
薀
480
２
４
２
０
　

▽
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
（
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
薀
483
３
０
８
２
　

▼
利
用
料
＝
１
時
間
100
円
（
別
途
、
お
や
つ

代
等
の
実
費
負
担
が
必
要
）

▼
登
録
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課
（
内

線
544
）

介
護
保
険
で
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
の
認

定
を
受
け
た
高
齢
者
（
要
介
護
高
齢
者
）
を

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
（
家
族
介

護
者
）
の
方
で
、
次
の
①
〜
⑥
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
家
族
介
護
者
の
方
に
家
族
介
護

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
要
件
＝
①
要
介
護
高
齢
者
が
、
申
請

時
に
お
い
て
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
申
請
時
に
お
い
て
要
介
護
高
齢
者
、
家
族

介
護
者
と
も
に
１
年
以
上
継
続
し
て
泉
南
市

内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

③
要
介
護
高
齢
者
、
家
族
介
護
者
と
も
に
市

民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

④
要
介
護
高
齢
者
が
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
お
り
、
申
請
時
に
お
い
て
要
介
護
４
ま
た

は
５
に
該
当
し
て
い
る
状
態
が
１
年
以
上
続

い
て
い
る
こ
と

⑤
申
請
時
に
お
い
て
、
要
介
護
高
齢
者
が
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
月
単
位
で
12
か
月
以

上
継
続
し
て
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
（
病
院

な
ど
に
入
院
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
入
院
期
間
を
除
く
。
た
だ
し
、
１
年
間

で
１
週
間
以
内
の
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）
の
利
用
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
）

⑥
家
族
介
護
者
が
、
同
居
し
て
お
り
、
居
宅

に
お
い
て
現
に
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
同
一
敷
地
内
や
隣
地

に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
同
居
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
ま
す
）

▼
注
意
＝
申
請
時
に
お
い
て
１
年
以
内
に
家

族
介
護
慰
労
金
の
申
請
を
し
て
い
る
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん

▼
支
給
額
＝
10
万
円
（
年
額
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
28
日
貉
ま
で
に

高
齢
障
害
介
護
課
へ
（
内
線
540
）

国
の
定
め
る
基
本
方
針
に
即
し
て
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援
事
業
等
の

供
給
体
制
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

平
成
18
〜
20
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
泉

南
市
障
害
福
祉
計
画
」
を
18
年
度
中
に
策
定

し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
計
画
（
素
案
）
の
閲
覧
＝
２
月
９
日
貊
〜

３
月
８
日
貅
ま
で
、
高
齢
障
害
介
護
課
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/

）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

▼
様
式
＝
様
式
は
自
由
で
す
。
任
意
の
様
式

に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡
先
お

よ
び
ご
意
見
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

▼
提
案
・
問
合
せ
＝
３
月
８
日
貅
（
必
着
）
ま

で
に
持
参
か
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

〒
５
９
０
・
０
５
９
２
（
住
所
不
要
）
泉
南
市

高
齢
障
害
介
護
課
へ（
内
線
545
蕭
480
２
１
３

４
／e-m

ail:kousyou-f@
city.sennan.lg.jp

）

有
権
者
の
皆
様
へ

こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
、
あ
あ
な
っ
た
ら

い
い
な
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
、
そ
う
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
思
い
や

願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
代
わ

り
に
国
や
地
域
で
実
現
し
て
く
れ
る
人
を
選

ぶ
こ
と
。
そ
れ
が
選
挙
な
の
で
す
。
つ
ま
り

あ
な
た
の
一
票
は
政
治
を
支
え
る
一
票
で
あ

り
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
の
基
と
な
る
大
切
な

一
票
で
す
。
政
治
と
選
挙
は
皆
さ
ん
の
毎
日

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大
黒
柱
な
の
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
260
）

12

相
談
支
援
事
業
の
ご
案
内

（
地
域
生
活
支
援
事
業
）

障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

「
障
害
者（
児
）の
た
め
の
福
祉

の
手
引
」
を
改
訂
し
ま
し
た

家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

「
泉
南
市
障
害
福
祉
計
画
」

の
閲
覧
・
意
見
募
集
に
つ
い
て

あ
な
た
の
一
票
は
政
治
を

支
え
る
一
票
で
す



２
月
12
日
（
月
曜
日
）
の
休
日
に
伴
い
、

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日

を
振
り
替
え
て
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確
認
し
て
、

収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
半
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
集
積
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
483
５
８
７
５

笊
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
＝
透
明
ま
た
は
半

透
明
の
中
身
の
見
え
る
袋
に
空
き
か
ん
・
空

き
び
ん
を
一
緒
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

笆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
透
明
ま
た
は
半
透
明
の

中
身
の
見
え
る
袋
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
を

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

笳
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
＝
透

明
ま
た
は
半
透
明
の
中
身
の
見
え
る
袋
に
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
だ
け
を

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
注
意
＝
黒
い
袋
や
中
身
の
見
え
な
い
袋
等

で
資
源
ご
み
を
混
合
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、

収
集
業
務
や
再
資
源
化
処
理
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
。
円
滑
な
処
理
を
行
う
た
め
、
か

ん
・
び
ん
以
外
は
絶
対
に
混
合
し
て
袋
に
入

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
指
定
袋
が

残
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
。
な
お
、
可
燃
ご
み
や
違
う
資
源
ご
み
に

使
用
さ
れ
た
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

▼
収
集
日
（
す
べ
て
の
ご
み
）
＝
午
前
８
時

半
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
へ
分
別

し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
483
５
８
７
５

河
川
や
大
阪
湾
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
、

私
た
ち
の
生
活
排
水
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
生
活
排
水
の
影
響
は
、
特
に
２
月
を
中
心

と
し
た
冬
期
に
大
き
く
な
り
、
環
境
基
準
値

を
上
回
る
河
川
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

大
阪
府
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
生
活
排
水
対

策
推
進
月
間
」
と
定
め
、
各
家
庭
に
お
い
て
、

「
食
器
の
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う
」
な

ど
の
取
組
み
の
浸
透
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
月
間
を
き
っ
か
け
に
、
ご
家
庭
で

で
き
る
工
夫
か
ら
取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
大
阪
府
の
生
活
排
水
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
＝http://w

w
w
.epcc.pref.osaka.jp/

kanri/seihai/

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）

一
般
廃
棄
物
の
持
込
み
定
期
投
入
に
つ
い

て
、
平
成
19
年
度
に
泉
南
清
掃
工
場
を
使
用

さ
れ
る
方
の
使
用
願
い
を
受
付
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
２
月
13
日
貂
〜
27
日
貂
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
そ
の
他
＝
▽
こ
の
申
請
は
一
般
廃
棄
物
の

営
業
許
可
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
ご
み
の
排
出
時
に
は
減
量
化
を
図
り
、
市

の
ご
み
分
別
品
目
に
合
わ
せ
て
持
込
む
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い

▽
産
業
廃
棄
物
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
等
に
よ
り
、
事
業
者
の
責

任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
清
掃
工
場
計
量
室
に

備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
泉
南
清
掃
事
務
組
合
へ
薀
484
０
５
８
１

こ
の
制
度
は
、
殺
人
や
傷
害
な
ど
の
故
意

の
犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
者
の
方
に
対
し
、

国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

▼
給
付
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
被
害
者
ま

た
は
遺
族
の
資
格
＝
▽
日
本
国
籍
を
有
す
る

方
ま
た
は
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
外
国
人
で
あ
っ
て
も
当
該
被
害
者
の
原
因

と
な
っ
た
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
お
い

て
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
被
害

者
本
人
（
被
害
者
死
亡
の
場
合
は
遺
族
）

▼
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
性
格
と
種
類
＝

▽
遺
族
給
付
金
（
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
）

▽
重
傷
病
給
付
金
（
身
体
に
重
大
な
負
傷
ま

た
は
疾
病
を
受
け
た
場
合
）

▽
障
害
給
付
金
（
被
害
者
に
障
害
が
残
っ
た

場
合
）
の
３
種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
国
か

ら
支
給
さ
れ
る
損
害
の
補
填
の
要
素
を
含
む

見
舞
金
的
な
性
格
の
も
の
で
す

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
471
１
２
３
４
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　 　 　 　 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅
瑯 笄 筍 笋 琺 瑕 琿
瑟 筴 筧 瑜 瑩 瑰 瑣
瑪 箘 箟 璋 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅

２月１日～３月10日・薀4 8 4－2 6 2 7
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
筺笄筍笋琺瑕琿
瑟繖筧瑜瑩瑰瑣
瑪繼箟璋珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯琥筍笋筌瑕琿
瑟繖筧瑜瑩瑰瑣
瑪繼箟璋珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

２月１日～３月10日・薀4 8 2－1 0 0 0

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時、但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

２月１日～３月10日・薀4 8 3－4 3 6 1

２
月
は
生
活
排
水
対
策

推
進
月
間
で
す

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
給
付
金

制
度
の
ご
案
内

泉
南
清
掃
工
場
の
使
用
願
い

を
受
付
し
ま
す

ご
み
収
集
日
変
更
の

お
知
ら
せ

２
月
　
日
豺 

２
月
　
日
貂 

13

２
月
　
日
貉 

14

２
月
　
日
貂 

13  12

乳
幼
児
の
保
健
の
向
上
、
健
全
な
育
成
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
事
を
目
的
と
す
る
為
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
乳
幼

児
医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
19
年
４

月
１
日
よ
り
満
４
歳
の
誕
生
月
の
月
末
ま
で

の
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
入
院
、
通
院
と
も
所

得
制
限
な
し
で
助
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

▼
対
象
＝
０
歳
〜
満
４
歳
の
誕
生
月
の
乳
幼

児
（
平
成
15
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
）

▼
医
療
証
交
付
方
法
＝
①
満
０
歳
〜
満
３
歳

の
誕
生
月
の
乳
幼
児
（
平
成
16
年
４
月
１
日

生
ま
れ
〜
）
は
３
月
中
旬
以
降
に
新
医
療
証

を
郵
送
し
ま
す

②
満
３
歳
〜
満
４
歳
の
誕
生
月
の
乳
幼
児

（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
16
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）
は
１
月
下
旬
〜
２
月
上
旬
に
案
内
書
・

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
を
提
出
い

た
だ
い
た
方
に
医
療
証
を
郵
送
（
３
月
下
旬

頃
）
し
ま
す
（
２
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
案
内

が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
310
・
279
）

本
年
４
月
に
、
市
立
各
小
学
校
お
よ
び
各

中
学
校
の
第
１
学
年
に
入
学
を
予
定
さ
れ
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、「
就
学

通
知
書
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
も
し
ま

だ
届
い
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

学
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
新
小
学
１
年
＝
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
新
中
学
１
年
＝
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
297
）

年
度
末
を
控
え
、
転
居
時
等
、
小
・
中
学

校
に
通
学
す
る
子
ど
も
さ
ん
の
転
校
に
つ
い

て
問
合
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
て
き
ま

す
。
所
属
の
学
年
な
ど
条
件
に
よ
っ
て
は
、

一
定
の
期
間
引
き
続
き
現
在
通
っ
て
い
る
学

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
指
定
校
変
更
の
申
立
て
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

学
務
課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
357
）

笊
利
用
会
員
＝
３
か
月
〜
お
お
む
ね
12
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
い
る
方
。「
今
す
ぐ
利
用
す
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
も
歓
迎

し
ま
す

笆
協
力
会
員
＝
子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅
で

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。
年

齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
（
▽
活
動

の
前
に
研
修
の
受
講
が
必
要
で
す
▽
保
育
施

設
等
へ
の
送
迎
の
み
、
昼
間
、
日
曜
日
な
ど
、

都
合
に
あ
わ
せ
て
活
動
で
き
ま
す
）

笳
両
方
会
員
＝
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を
兼

ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す

▼
利
用
料
＝
700
円
〜
（
１
時
間
）

▼
そ
の
他
＝
▽
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備
え

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補

償
保
険
に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し
て
活
動

を
行
え
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
（
保
険
料
は

泉
南
市
が
負
担
）
▽
登
録
料
・
年
会
費
は
無

料
で
、
登
録
は
随
時
セ
ン
タ
ー
（
一
丘
幼
稚

園
内
）
に
て
受
付
け
て
い
ま
す

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
み
る

く
」（
一
丘
幼
稚
園
内
）
薀
483
９
６
６
５

自
動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
下

記
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
２
回
ず
つ
巡
回
し

て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら
れ
る
方

は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
８
冊
ま
で
本
を
借
り
て

い
た
だ
け
ま
す
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
一
丘
団
地
の
２
月
後

半
の
巡
回
は
３
月
３
日
貍
に
代
替
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

平
成
19
年
４
月
か
ら
の
信
達
保
育
所
の
指

定
候
補
者
が
12
月
議
会
に
て
承
認
さ
れ
、
次

の
社
会
福
祉
法
人
が
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
指
定
管
理
施
設
＝
信
達
保
育
所

▼
法
人
名
＝
社
会
福
祉
法
人
　
恵
由
福
祉
会

け
い
ゆ
う
ふ
く
し
か
い

▼
法
人
所
在
地
＝
大
阪
府
守
口
市
早
苗
町

６
・
19

▼
指
定
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成

22
年
３
月
31
日
の
３
年
間

▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）
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鳴滝第二小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

２月１日～３月10日・薀4 8 2－7 7 6 6

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑭  
⑭  
⑧  
⑧  
⑨  
⑨  

⑦  
⑦  
①  
①  
②  
②  

⑭  
⑭  
⑧  
⑧  
⑨  
⑨  

澡  
澡  
⑮  
⑮  
⑯  
澑  

⑦  
⑦  
①  
①  
②  
②  

２月 ３月 ３月 ２月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　　珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅
筺笄筍琲琺瑕琿
瑟筴瑁瑜瑩瑰瑣
瑪箘瑾箍珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 

  
  
澤  
澤  
澹  
澹  

3
3/
3
3/

３
月
後
半
の
巡
回
は
お
休
み
で
す 

３
月
後
半
の
巡
回
は
お
休
み
で
す 

●は土曜日の巡回です 

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

か
ら
の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

乳
幼
児
医
療
の
受
給
対
象

年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す

届
い
て
い
ま
す
か

就
学
通
知
書

信
達
保
育
所
の
指
定
管
理
者

が
決
定
し
ま
し
た

転
居
等
に
伴
う
指
定
校
変
更

の
申
立
て
に
つ
い
て



従
来
は
確
定
申
告
の
た
め
に
税
務
署
に
お

越
し
に
な
っ
た
納
税
者
の
方
に
は
、
申
告
書

を
ご
自
分
で
記
載
し
て
い
た
だ
く
か
、「
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
」
を
使
っ
て
申
告
書
を
作
成
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
よ
り
こ

の
「
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
」
の
多
く
が
「
パ
ソ
コ

ン
」
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
（
内

容
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
と
同
じ
も
の
）
を
使

っ
て
ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７
１

▼
贈
与
税
お
よ
び
申
告
所
得
税
の
確
定
申

告
＝
３
月
15
日
貅
ま
で

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
＝
４
月
２
日
豺
ま
で

所
得
税
・
消
費
税
の
納
税
は
、
便
利
で
安

全
・
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

振
替
日
は
、
申
告
所
得
税
４
月
20
日
貊
、

消
費
税
・
地
方
消
費
税
４
月
26
日
貅
で
す
。

泉
佐
野
税
務
署
で
は
、
２
月
18
日
、
25
日

の
日
曜
日
に
限
り
申
告
の
相
談
と
申
告
書
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
２
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
車
・
バ
ス
等
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
署
で
は
、
通
常
の
土
、
日
、
祝
日
は
業

務
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
）

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７
１

笊
還
付
申
告
者
向
け
（
年
金
・
給
与
所
得
者
）

▼
と
き
＝
２
月
13
日
貂
〜
３
月
９
日
貊
（
土
、

日
を
除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
＝
イ
オ
ン
り
ん
く
う
泉
南
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
）

笆
事
業
所
得
者
向
け
（
事
業
・
不
動
産
所
得

者
）

▼
と
き
＝
２
月
21
日
貉
〜
23
日
貊
午
前
９
時

半
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
自
動
車
で
来

庁
さ
れ
る
方
は
あ
い
ぴ
あ
裏
の
臨
時
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７
１

▼
申
告
受
付
期
間
＝
２
月
16
日
貊
〜
３
月
15

日
貅

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
０

時
45
分
〜
５
時
半
（
土
、
日
は
除
く
）

▼
申
告
が
必
要
な
方
＝
▽
平
成
19
年
１
月
１

日
現
在
、
泉
南
市
に
住
所
が
あ
り
平
成
18
年

中
に
収
入
の
あ
っ
た
方

▽
所
得
の
な
い
方
で
、
誰
の
扶
養
親
族
に
も

な
っ
て
い
な
い
方

▼
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
＝
▽
税
務
署

に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

▽
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
（
年
末
調
整
済
）
が
提
出
さ

れ
る
方

▼
注
意
＝
平
成
18
年
中
に
学
生
、
家
事
手
伝

い
、
病
気
療
養
等
で
無
職
、
無
収
入
で
あ
っ

た
人
も
所
得
証
明
や
非
課
税
証
明
の
発
行
に

必
要
で
す
の
で
、
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
な
お
、
申
告
は
郵
送
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
）

▼
申
告
に
必
要
な
も
の
＝
次
の
と
お
り

▼
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
251
・
238
）
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泉
佐
野
税
務
署
の
申
告
書
作
成
用

パ
ソ
コ
ン
が
変
わ
り
ま
す

申
告
書
の
提
出
・
納
付
の
期
限

日
曜
申
告
相
談

税
理
士
に
よ
る
無
料
地
区

相
談
所
を
開
設

平
成
19
年
度
市
・
府
民
税

申
告
の
お
知
ら
せ

国民健康保険とは、病気やけがをしたとき、安心し
てお医者さんにかかれるよう、収入等に応じて費用を
出し合い、加入者のみなさんで助け合う相互扶助を目
的とした保険制度であり、被保険者の皆さんに納めて
いただく保険税が、重要な財源となっています。
保険税は、１年間に必要と予想される総医療費から

私たちが医療機関等に支払う一部負担金や国などから
の補助金を差し引いた分が、保険税の総額（賦課総額）
になります。近年、急速な高齢化や医療の高度化、老
人保健制度の対象年齢の引き上げ等により医療費は増
加しています。逆に、長引く経済の低迷による所得の
低下などにより保険税収入は伸び悩み、このままでは
制度を維持・運営していくことが困難な状況に陥って
います。平成６年度より保険税率等を改定をせずに来
ましたが、将来にわたり、泉南市国民健康保険事業を
安定的に維持していくため、平成19年度より保険税の
算定方法等を改定することとなりました。
泉南市国民健康保険では、医療費の適正化対策とし

て、国保ヘルスアップ事業の展開や人間ドック・脳ド
ック費用の助成等を行っており、今後、生活習慣病等
に着目した健康診査および保健指導等を実施し、医療
費の抑制にも努めていきます。また、保険税の収納対
策にも努力していきますので、被保険者の皆様のご理
解とご協力をお願いします。
改定のポイント
笊所得割の賦課方式・税率の変更（医療分・介護分）
笆資産割の税率の変更（医療分）
笳均等割額の変更（介護分）
笘平等割額の変更（介護分）
笙賦課限度額の変更（医療分・介護分）
▼問合せ＝国民健康保険課（内線250・259）

市・府民税申告用紙 

印鑑（みとめ印） 

給与所得の方 

公的年金等の方 公的年金等の源泉徴収票 

源泉徴収票・雇用主の支 
払証明書・給与明細書等 

事業主の方 

各種控除証明書類 

収入と経費のわかる帳簿等 

下表参照 

添付書類 

控除証明書 
控除証明書 

受領書 
証明書 

手帳 
領収書 

国民健康保険税（料）・介護保険料等の領収書、 
国民年金保険料の領収書または控除証明書 

シリーズ

国民健康保険税の算定方法等の
変更のお知らせ①

16

年
間
約
15
万
件
、
月
間
１
万
数
千
件
も
市

内
外
か
ら
ご
訪
問
い
た
だ
く
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
ト
内
の
ご
希
望
の
ペ
ー

ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
４
月
以
降
掲
載
分
の
募
集
受
付
＝
２
月
13

日
貂
か
ら

▼
料
金
＝
▽
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
１
か
月
間

１
万
円

▽
そ
の
他
の
ペ
ー
ジ
は
、
１
か
月
間
８
千
円

（
料
金
に
つ
い
て
は
、
継
続
割
引
も
あ
り
ま
す
）

広
告
の
規
格
や
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
泉

南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
上
、
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

ttp
://w

w
w
.city

.
sennan.osaka.jp/

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
328
／e-

m
ail:jyoukan@

city.sennan.lg.jp

）

総
務
省
は
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

意
見
を
聞
く
「
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ

ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
満
20
歳
以
上
で
近
畿
２
府
４
県
に

在
住
の
方
で
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
や
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
・
依
頼
者

の
み
）
へ
の
出
席
が
可
能
な
方
（
回
答
・
出

席
者
に
は
謝
金
）

▼
募
集
人
員
＝
130
名

▼
委
嘱
期
間
＝
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成

20
年
３
月
31
日

▼
そ
の
他
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

ktab.go.jp/

）
か
ら
も
応
募
可
能

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
19
日
豺
ま
で
に

ハ
ガ
キ
で
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）、
応
募
動
機
を
記

入
し
、
表
面
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
書
い

て
、
〒
５
４
０
・
８
７
９
５
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
１
・
５
・
44

近
畿
総
合
通
信
局
情

報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課
へ
薀
０
６
・
６

９
４
２
・
８
５
１
８

確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成
し
、
提
出
す

る
に
は

①
確
定
申
告
書
の
様
式
を
入
手
し
、
自
分
で

手
書
き
作
成
し
郵
送
等
す
る

②
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp

）
に
あ
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
成

し
た
も
の
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
郵
送
等

す
る

③
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（e-T

ax
）
を

利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
も
の
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
信
す
る

等
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
は
税
務
署
等
で
の
ご
相

談
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
①
〜
③
の
方

法
に
よ
る
提
出
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
願
い

ま
す
。

な
お
、
郵
送
に
よ
り
確
定
申
告
書
を
提
出

し
、
申
告
書
の
「
控
」
が
必
要
な
方
は
、
返

信
用
封
筒
・
切
手
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
合
せ
＝
〒
５
９
８
・
８
５
０
３

泉
佐
野
市
日
根
野
３
６
８
３
・
１
　
泉
佐
野

税
務
署
薀
462
３
４
７
１

（№72） 

「外部指導者のご支援を得て」　鳴滝第二小学校 

「
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
中

春には、正門から玄関までのアプローチにある桜並木が
見事な花をつけ、晩秋には、桜や銀杏の紅葉と山茶花の花
が美しいコントラストをつくります。学校の裏には、田と
畑があります。子どもたちは、広い運動場で喜々として遊
び、静かなゆったりとした環境の中で日々学習に励んでい
ます。
教育目標に『基礎学力の充実』『心豊かな人間性の育成』

があります。教職員は日々、授業づくりやいじめを許さな
い集団づくりに取り組んでいます。また、経験豊かなプロ
の方との出会いの中で『基礎学力』の充実や『心豊かな人
間性』の育成を図るため、外部指導者のご支援を得て次の
ような取り組みも進めています。
＜人間関係プログラムによる集団づくり＞
教育委員会のご支援のもと「マザーアース」の皆さんに、

人間関係づくりプログラムを実施していただきました。子
どもたちは相手との関係を作るのに何が大事かを学びまし
た。楽しい集団遊びや、学習意欲につながっています。
＜読書の楽しさを＞
基礎学力と読書力は密接な関係があるという観点から、

図書館司書の方に、本の紹介や読書の楽しさを教えていた
だきました。それに朝の時間を使ってボランティアサーク
ル「根っこの会」の皆さんによる読み聞かせもしていただ
きました。そんな中で、子どもたちは感性を磨き、言語能
力を豊かにしています。
＜もちつき大会＞
学校の裏の田で、地域

の方に『もみまき』から
『田植え』『稲刈り』まで
ご指導していただきまし
た。収穫をお祝いして全
校児童、保護者、地域の
方、ボランティアの方で
もちつき大会をして、おいしいおもちを食べました。
この他、クラブ活動の『昔遊び』でボランティアサーク

ル「みずなす会」の皆さんに、『英語活動』で英語の講師
の方にお世話になっています。
たくさんの外部指導者との出会いは、子どもたちの豊か

な育ちへとつながっています。

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

広
告（
有
料
）を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て

早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う



日
常
の
生
活
で
起
き
て
い
る
様
々
な
課

題（
子
ど
も
・
障
が
い
・
高
齢
者
・
部
落
）

に
つ
い
て
、
今
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る

の
か
。
お
互
い
を
認
め
合
う
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
。
本
講
座
を
通
し
て
理

解
・
認
識
を
深
め
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
左
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
３
階
研
修
室

▼
定
員
＝
第
１
〜
４
回
は
各
回
40
名
、
第

５
回
は
25
名
（
第
５
回
に
つ
い
て
は
応
募

多
数
の
場
合
、
抽
選
の
上
、
２
月
中
頃
に

ご
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
、
第
５
回
は

昼
食
代
と
し
て
１
千
円
必
要
）

▼
そ
の
他
＝
各
回
の
単
独
受
講
可

▼
手
話
通
訳
＝
あ
り

▼
一
時
保
育
＝
第
１
〜
４
回
。
１
歳
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
が
対
象
で
、
定
員
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
は
７
名
。
保
険

料
（
保
険
期
間
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

有
効
）
と
し
て
子
ど
も
１
人
に
つ
き
500
円

必
要
。
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
性
別
を
記
入
の
上
、
左
記
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
16
日
貊
ま
で

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
一
時
保

育
・
手
話
通
訳
の
要
否
を
記
入
の
上
、
〒

５
９
０
・
０
５
９
２
（
住
所
不
要
）
泉
南

市
人
権
推
進
課
へ
薀
480
２
８
５
５
蕭
482
０

０
７
５
／e-m
ail:jin

k
en
@
city
.sen
n
an
.

lg.jp

19

映画の中で描かれる女性の生き方、男性の生き方に触れることで、自分自身を見つめ、

自分らしく生きることについて考えてみませんか。映画鑑賞後、映画パブリシストの
岸野令子さんとのトークもお楽しみください。
▼とき＝2月23日貊午前10時～正午
▼ところ＝あいぴあ泉南3階研修室1
▼内容＝映画「永遠

とわ

の語らい」上映とトーク
映画をＤＶＤ上映後、岸野さんとのトーク

▼講師＝岸野
きしの

令子
れいこ

さん（映画パブリシスト）
▼定員＝30名程度
▼参加費＝無料
▼一時保育＝1歳以上就学前の子どもが対象で、定員（多数の場合は抽選）は7名
▼手話通訳＝事前申込みが必要
▼申込み・問合せ＝2月16日貊までに電話、ＦＡＸ、ハガキかＥメールで住所、氏名、
電話番号、手話通訳および一時保育の要否、一時保育を希望される場合は子どもの名
前（ふりがな）、生年月日、性別を記入の上、
〒590-0592（住所不要）泉南市人権推進課へ
薀480-2855蕭482-0075／e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp 

第1回　　2月27日貂 午前10時～正午  

“いじめ”と“いじり”  
～今、子どもに起こっていることから考える～ 

北野真由美さん（NPO法人 えんぱわめんと堺／ＥＳ） 

 

きたのまゆみ 

第2回　　3月8日貅 午前10時～正午  

自閉症の理解と支援について        

谷岡とし子さん（大阪自閉症支援センター） 

第3回　　3月13日貂 午前10時～正午  

介護者のストレスについて        

稲垣俊雄さん（稲垣診療所　精神科医） 

たにおかとしこ 

いながきとしお 

第4回　　3月20日貂 午前10時～正午  

映画で学ぶ被差別の歴史        

中尾健次さん（大阪教育大学） 
なかおけんじ 

第5回　　3月27日貂 午前8時～午後5時 
 【フィールドワーク】  

阪田三吉ゆかりの地を訪ねて 
　　　　　堺舳松人権歴史館        
ダッシュツアー　和泉地場産業見学（ガラス細工体験） 

さかいへのまつ 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

〜
今
、
わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と
〜

映画「永遠（とわ）の語らい」（2003年/ポルトガル・フランス・イタリア合作/95分）

映画完成時に95歳を迎え、未だ精力的に活動を続ける巨匠マノエル・ド・オリヴェイラ

監督が、西洋文明の遥かなる歴史を振り返り、その未来を見つめた物語。父親に会うため

地中海を巡る船旅に出た母娘が、その道中で人類の歴史と文化の足跡に触れ、あるいは

様々な国の人々との出会いを通して自らの歴史観を新たにしていく姿を描く。船内での夕

食の席で交わされる異なった国籍を持つ3人の女性の会話はすばらしく、これからの世界は

異質なものの共存を求めてこそ平和が保たれるという監督のメッセージが込められている。

●自分らしく生きる　

●●シネマ＆トーク

H
um
an
R
ights

Sem
inar

▼とき・内容・講師 世
界
遺
産
の
中
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
日

本
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
能
楽
」
と

「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
の
２
つ
が
登
録
さ
れ
て

い
る
の
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
人

形
芝
居
（
浄
瑠
璃
）
の
お
話
と
実
演
を
通
し

て
、
伝
統
文
化
が
い
か
に
生
ま
れ
継
承
さ
れ

て
き
た
の
か
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

文
化
を
通
し
た
心
と
心
の
交
流
に
よ
っ
て
人

権
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
人
形
芝
居
の
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

ご
公
演
い
た
だ
き
ま
す
阿
波
木
偶

あ

わ

で

こ

箱
廻

は
こ
ま
わ

し

を
復
活
す
る
会
と
芝
原

し
ば
は
ら

生
活
文
化
研
究
所
は
、

徳
島
の
風
土
に
育
ま
れ
た
「
三
番
叟

さ
ん
ば
そ
う

ま
わ
し
」

な
ど
の
祝
福
芸
や
大
道
芸
の
木
偶
芝
居
「
箱

廻
し
」
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
演
で
は
、
辻
本
さ
ん
の
軽
妙
な
語
り
口

と
人
形
が
竹
の
竿
で
泉
南
名
物
を
釣
り
上
げ

た
り
、
福
分
け
を
し
た
り
と
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
く
見
て
学
ん
で
い
た
だ
け
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
３
月
４
日
豸
午
後
１
時
半
〜
４

時
15
分
（
午
後
１
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ
＝
鳴
滝
第
一
小
学
校
講
堂
（
運

動
場
に
駐
車
可
）

▼
内
容
＝（
第
１
部
）
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

発
表
（
第
２
部
）
徳
島
人
形
芝
居
の
公
演

▼
演
題
＝
福
を
運
ん
だ
『
で
こ
ま
わ
し
』

▼
講
師
＝
辻
本

つ
じ
も
と

一
英

か
ず
ひ
で

さ
ん
（
芝
原
生
活
文

化
研
究
所
代
表
）

▼
実
演
＝
阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復
活
す
る
会

▼
定
員
＝
240
名
（
先
着
順
）

▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
１
歳
か
ら
就
学
前

の
子
ど
も
で
、
定
員
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
は
10
名
。
２
月
16
日
貊
ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
で
、
〒
５

９
０
・
０
５
２
１
　
泉
南
市
樽
井
９
・

16
・
２
　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
薀

483
６
４
４
７
蕭
483
６
４
５
７
／e-m

ail:

fureai@
city.sennan.lg.jp

▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ
り
ま
す

作
品
展
示
、
模
擬
店
も
同
時
開
催

【
作
品
展
示
】

▼
と
き
＝
３
月
３
日
貍
・
４
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
鳴
滝
第
一
小
学
校
体
育
館

▼
内
容
＝
識
字
教
室
・
生
花
教
室
の
み
な

さ
ん
の
作
品
の
展
示

【
模
擬
店
】

▼
と
き
＝
３
月
４
日
豸
午
前
11
時
〜
午
後

１
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
鳴
滝
第
一
小
学
校
体
育
館
前

▼
内
容
＝
ペ
ル
ー
料
理
・
か
す
う
ど
ん
の

販
売
ほ
か

▼
問
合
せ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
薀

483
６
４
４
７
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泉南市人権啓発講演会を開催します

人権フォーラム2007

～出会い、ふれあい、感動～　

春よこい
～福を運んだ『でこまわし』

～阿波徳島人形芝居

岸野令子さん

▼とき＝2月14日貉午後3時15分～4時45分
▼ところ＝文化ホール
▼対象＝泉南市民、保育士、教職員
▼講師＝松村智広

まつむらさとひろ

さん（譛反差別・人権研究所みえ）
▼演題＝「あした元気になあれ」

～人間ってええなぁ～
▼主催＝泉南市人権啓発推進協議会、泉南市人権擁護委員
会、泉南市人権協会、泉南市事業所人権推進連絡会、泉南
市人権教育研究協議会、泉南市在日外国人教育研究協議会
▼問合せ＝鳴滝第一小学校薀483-5597



（2007.2） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 
乳がん検診 
子宮がん検診 
 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／BCG予防接種 2月7日貉 3月7日貉 
平成18年9月生 
平成18年10月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成16年7月生 
2月22日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後3か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後3か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

2月2日貊、5日豺、 
19日豺、26日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 2月14日貉  午後0時半～1時10分 平成15年7月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

2月20日貂 
2月27日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 2月23日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 2月22日貅 
午後1時～1時20分 

平成16年6月生 
平成17年6月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具、お茶。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第1～3金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第1～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼東信達老人集会場 
　　第2木曜日 
　　午後2時から 
　　1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 2月28日貉 午後０時半～１時半 平成17年7月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

離乳食講習会 2月26日豺 
午後1時15分～3時10分 

離乳期の乳児の保護者 
定員20組（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 2月23日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 
2月7日貉 
3月7日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金午前9時～12時15 
分、午後1時～3時45分 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

大阪府下の当日と翌日の献血場所は 
薀0120-524-133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀482-7615

2月20日貂  イオンりんくう泉南ＳＣ 
3月20日貂  イオンりんくう泉南ＳＣ 
午前10時～正午、午後1時～4時半 

 

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀462-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第3水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 
随時。市内指定医 
療機関へ直接申し 
込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る 
1年前から前日までに1回。 

（2歳6か月児歯科健康診査・親子教室） 

 

 

 

平成18年10月31日をもって、本年度の医療機関での検診は終了しました。 
なお、平成19年度（平成19年4月以降）については、4月に発行する年間行事予定表 
またはホームページ（http://www.city.sennan.osaka.jp/̃hokencenter/index.htm) 
にてご確認ください。 
▼問合せ　保健センター（薀482-7615） 

21

例
年
、
初
冬
か
ら
春
先
に
か

け
て
、
嘔
吐
・
下
痢
を
主
症
状

と
す
る
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
や
感
染
症
胃
腸
炎
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
の
ウ
イ

ル
ス
は
、
食
品
か
ら
感
染
す
る

場
合
の
他
に
患
者
の
吐
ぶ
つ
、

便
か
ら
の
感
染
が
あ
る
た
め
、

保
育
所
や
学
校
な
ど
集
団
生
活

を
お
く
る
場
所
で
は
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

【
症
状
】

24
〜
48
時
間
の
潜
伏
期
間
を

経
て
発
症
し
ま
す
。
主
な
症
状

と
し
て
は
吐
き
気
、
嘔
吐
、
下

痢
、
腹
痛
で
あ
り
、
発
熱
は
軽

度
で
す
。
通
常
、
こ
れ
ら
の
症

状
が
１
〜
２
日
続
い
た
後
に
治

癒
し
、
後
遺
症
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
感
染
し
て
も
発
症
し
な

い
場
合
、
軽
い
風
邪
の
よ
う
な

症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現

在
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の

あ
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
通
常
、
脱

水
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
に
輸
液

を
行
う
な
ど
の
対
症
療
法
が
行

わ
れ
ま
す
。

【
予
防
方
法
】

☆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱
い

の
で
、
生
も
の
は
で
き
る
だ
け

加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
加
熱
す
る
場
合
は
中
心
ま

で
充
分
（
中
心
温
度
85
度
、
１

分
以
上
）
に
火
を
通
し
ま
し
ょ

う
。

☆
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な

ど
は
よ
く
洗
い
、
熱
湯
や
薬
剤

で
消
毒
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。（
0.2
％
の
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
消
毒
、
85
度
・
１

分
以
上
の
加
熱
等
）

【
吐
物
の
処
理
】

☆
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
た
ら
、

ポ
リ
袋
な
ど
密
封
で
き
る
容
器

に
吐
く
よ
う
に
し
、
そ
の
都
度
、

吐
物
の
入
っ
た
ポ
リ
袋
に
塩
素

系
の
漂
白
剤
や
塩
素
系
消
毒
剤

を
ふ
り
か
け
、
内
容
物
が
漏
れ

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
捨
て
て

く
だ
さ
い
。

【
そ
れ
以
外
で
気
を
つ
け
る
事
】

☆
ト
イ
レ
の
後
や
食
事
の
前
、

吐
物
の
処
理
後
な
ど
に
は
、
石

け
ん
を
つ
け
て
手
を
洗
い
、
流

水
で
充
分
に
流
し
ま
し
ょ
う
。

石
け
ん
を
つ
け
て
手
を
洗
う
と

ウ
イ
ル
ス
等
の
病
原
体
が
落
ち

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手

を
洗
う
と
き
に
は
、
一
緒
に
蛇

口
も
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
年
齢
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
第
１
期
＝
生
後
12
か
月
か
ら

満
２
歳
未
満

▼
第
２
期
＝
５
歳
以
上
で
小
学

校
入
学
前
の
１
年
前

第
２
期
の
対
象
児
（
年
長
児
）

の
接
種
は
、
３
月
末
ま
で
で
す
。

市
内
指
定
医
療
機
関
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

20

申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
482
７
６
１
５

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

種
に
つ
い
て

妊娠中の今、新しい家族を迎えたイメー
ジづくりをしませんか？

▼とき＝3月11日豸午前9時45分から正午
▼ところ＝樽井公民館3階多目的ホール
▼内容＝
①講義「家族のかたち、子育てについて」
前川
まえかわ

登代美
と よ み

さん(発達相談員)
②赤ちゃんと交流・
先輩ままぱぱ育児体験談
③沐浴実習
▼対象＝妊婦とその夫
（お1人での参加も可能です）
▼定員＝20名
▼費用＝無料
▼主催＝泉南市地域家庭教育推進協議会
▼事業担当＝樽井公民館・保健センター
▼その他＝一時保育はお問合せください
▼申込み・問合せ＝3月8日貅までにお電話
で保健センターへ

2月1日から2月7日は、生活習慣病予防週間です。
平成18年度のスローガンは、みだしのとおりです。
内臓脂肪型肥満は、高血圧や糖尿病などの生活習

慣病の原因になるため、メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）と呼ばれています。放置すれば、
虚血性心疾患や脳血管疾患などを引き起こします。
予防のためには、運動習慣の徹底や食生活の改善に
より、内臓脂肪を減らすことが必要です。
なにをどれだけ食べたらいいのか、指針が示され

ています。主食、野菜、肉魚、乳製品など上手に組
み合わせてバランスよく食べましょう。運動は、自
分の体力に合わせて無理のないところから始めまし
ょう。「食事バランスガイド」「エクササイズ2006」
に関する資料は、保健センターまでお問い合わせく
ださい。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

2/1～2/7 生活習慣病予防週間

「ウエストのサイズダウンで健康アップ」

子育て講座
「プレまま�プレぱぱ教室～
一緒に考えよう！
親子のきずな～」



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わく！りんくう」を映像と

文字番組で放送しています。

ただし、視聴するにはケ

ーブルテレビへの加入が必要です。また、視聴できな

い地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわく！りんくう」は１か

月間１番組となっています。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ

コム関西・りんくう局

薔0120－089－344

▼問合せ＝情報管理課（内線227）

わくわく！りんくう地域情報を放送中 

２月１日貅 
　　～ 
２月２８日貉 

作品展や講演、実演など 
泉南市で行われた人権週 
間の取り組みを市民の集 
いの様子とともに紹介。 

育てよう 
一人ひとりの 
人権意識 
第58回人権週間 
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障害者の方にとって住みやすいまちは
すべての人にとって住みやすいまち

平成19年成人記念祭が新成人501名（男性261名、
女性240名）の参加により、文化ホールで行われました。
実行委員会により進められた記念式典では、新成

人代表の水田
みずた

祥子
しょうこ

さん、宮本
みやもと

勝也
かつや

さんによる新成人
の主張のほか、「Memories-20年間の奇跡-」と題し
た思い出に残る写真の紹介が行われ、参加者達から
は「めちゃ、懐かしい」と言う声が聞こえて来ました。
また、実行委員会のメンバー自らが新成人の客席に
出向きインタビューを行うという場面もあり、新成
人達は「うれしいです」「社会に貢献できるように頑
張ります」などの感想を述べていました。（1月8日）

「かっこええ大人になりたい」

成人記念祭に約500名

23

泉南中学校1年生の代表12名が、障害者問題について学習してきた人権総合学習の一環として「泉南市のバリア
フリーに対する要望書」を向井市長に提出しました。生徒たちが手分けして調べた泉南中学校区の危険個所を記
載した地図を持参し、泉南市全体のバリアフリー化とともに①「南海樽井駅からJR和泉砂川駅までの歩道および
自転車道路の整備」②「樽井北交差点にある信号時間の見直し」の2点を訴えました。
これに対し向井市長は①について「現在都市計画決定を行い、道路整備を進めています」②についても「東西

方向の歩行者信号の短さについて大阪府公安委員会への要望を行います」との内容を回答しました。（12月22日）

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
お
年
寄

り
だ
け
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
見
て
も
火
災
で
の

65
歳
以
上
の
死
者
数
は
過
去
10
年

間
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
元

気
そ
う
に
見
え
る
お
年
寄
り
で

も
、
万
が
一
の
時
は
す
ば
や
い
行

動
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
全
く
動

け
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
機
会
を
見
つ
け

て
お
互
い
に
避
難
方
法
な
ど
に
つ

い
て
話
し
あ
っ
た
り
、
普
段
か
ら

積
極
的
に
防
火
に
対
し
て
の
話
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
の

時
に
は
助
け
合
え
る
関
係
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

２
月
に
入
り
、
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
機
会
が
非
常
に
多
く

な
り
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
の
方
も
早
期
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
た
り
、
台
所
に

消
火
器
を
置
く
な
ど
し
て
火
災
に

よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◆
タ
バ
コ

寝
タ
バ
コ
は
非
常
に
危
険
で

す
。
万
が
一
の
た
め
防
炎
品
の
寝

具
類
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

◆
ス
ト
ー
ブ

つ
け
た
ま
ま
寝
る
の
は
危
険
で

す
。
ま
た
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま

ま
の
給
油
は
灯
油
が
引
火
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
非
常
に
危
険
で

す
。
給
油
の
際
は
一
旦
ス
ト
ー
ブ

を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う

◆
コ
ン
ロ

袖
口
の
広
い
衣
服
な
ど
は
、
火

に
近
づ
く
と
燃
え
移
っ
た
り
し
て

危
険
で
す
。
火
気
を
使
用
す
る
際

は
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
防
炎

品
の
エ
プ
ロ
ン
、
ア
ー
ム
カ
バ
ー

を
使
用
し
ま
し
ょ
う

◆
ロ
ー
ソ
ク
・
灯
明

火
を
つ
け
た
ま
ま
そ
の
場
を
離

れ
る
の
は
風
で
ロ
ー
ソ
ク
が
倒
れ

た
り
す
る
な
ど
し
て
危
険
で
す
。

ま
た
不
安
定
な
ロ
ー
ソ
ク
立
て
は

危
険
で
す

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
薀

485
０
１
１
９

お
年
寄
り
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
邇
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泉南・子どもとおとなの夢WEEKはっぴぃ
DAY！が一丘幼稚園で行われました。幼稚園内の
各教室では新聞遊びやカプラ、手作り玩具などの
コーナーが設けられ、子どもたちが真剣な眼差し
で遊びに取り組む姿をみる事ができました。
またステージでは、ふれあい遊びや和太鼓演奏、

劇などが披露され、中でも雄信幼稚園保護者によ
る和太鼓の乱れ打ちは会場内に地響きのように響
きわたりまさに圧巻。その他、子育てに関わる職
員や看護士等による２つの劇「ああ、子育てに涙
あり」と「「バイキンマンはお友達になりたいぞ」
は所々にコメディーの要素を含みながらも強く訴
えかける内容で会場にはたくさんの参加者がつめ
かけました。 （12月16日）

舞台発表に遊びのコーナー
内容盛りだくさんのハッピィＤＡＹ！

泉南中学校吹奏楽部の生徒15名が、鳴滝幼稚園
で鳴滝第一、第二保育所そして鳴滝幼稚園の４、
５歳児たち122名に吹奏楽の演奏をプレゼントしま
した。他にも全員に手作りのクリスマスカードが
贈られ、子どもたちは１枚１枚、異なるカードを
お互いに見せあいながら大変喜んだ様子でした。
始まった演奏会では、「クリスマスメドレー」

「ジンギスカン」など４曲を発表。「クリスマスメ
ドレー」では、楽器体験として12月誕生日の子ど
もたちをステージに招き、タンバリンと鈴を即興
指導、一緒に演奏しました。そして、一番の盛り
上がったのが「ジンギスカン」。子どもたちも立ち
上がり、手拍子、あしぶみ、中には踊りだす子も
いました。演奏後も「アンコール、アンコール」
の大声援に応え、子どもたちの歌にあわせて「ジ
ングルベル」を楽しみました。 （12月20日）

心のこもったプレゼント
泉南中学校吹奏楽部

消
防
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

▼
と
き
＝
２
月
24
日
貍
（
雨

天
の
場
合
は
25
日
豸
）
▼
と

こ
ろ
＝
イ
オ
ン
り
ん
く
う
泉

南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
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昭和20年代まで使用

別名棹秤
さおばかり

。大阪では「ちんぎ」

といい、「ちきり」は長崎県での

呼び名です。持ち主の父親が長

崎県で魚屋さんをしていたとき

に使っていたもので、2貫目

（7.5kg）まではかれます。

ふるさとの町で「１貫あるけ

ん10銭にしとくよ」と「ちきり」

片手に威勢よく商いをする父や、

イタズラをしたときなどに父に

「ちきり」でたたかれたことなど、

記憶のかたわらにいつもあった

思い出深い品だそうです。

ちなみに「ちきり（棹秤）」は、

2000年程前に中国や西アジアで

発明され、奈良時代には日本に

も伝わっていたようです。単純

な道具ですが、とても長い間使

われています。その理由は、分

銅ひとつで様々な重さを量れる

ことと、持ち運びが便利なこと。

日本ではバネ秤などが普及する

昭和20年代までの約1200年間、

大小さまざまな棹秤が、地域ご

とに様々な呼び名で使われてい

ました。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。

▼応募・問合せ＝古代史博物館薀483-6789


